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やすだ瓦ロードフェスティバルで展示された

高さ約 1m の屋根の模型と猫の飾り瓦。

左から：齋藤快
は や

斗
と

くん（8 歳）、 齋藤惇
あ つ

斗
と

くん（4

歳）、土井莉緒さん（8 歳）、石塚新一さん（新

潟県瓦葺技能士会会長）
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　「
甍

い
ら
か

の
波
と
雲
の
波
…
」。童
謡「
鯉

の
ぼ
り
」の
歌
詞
に
な
っ
て
い
る「
甍

の
波
」
こ
そ
、
整
然
と
並
ん
だ
瓦
の

重
な
り
を
波
に
見
立
て
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
日
本
に
お
け
る
瓦
の
歴
史
は
古

く
、
５
８
８
年
に
百
済
（
現
在
の
朝

鮮
半
島
）
か
ら
伝
わ
っ
た
と
日
本
書

紀
に
記
載
が
あ
り
ま
す
。

　
瓦
は
、
神
社
仏
閣
か
ら
一
般
住
宅

ま
で
、
日
本
の
屋
根
に
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
阿
賀
野
市
は
、
歴
史
あ
る
瓦
の

産
地
で
、
現
在
は
日
本
最
北
端
の
瓦

の
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
安
田
地
区
で
生
産
さ
れ
る
「
安
田

瓦
」
は
、
良
質
な
粘
土
に
恵
ま
れ
た

こ
の
地
で
約
２
０
０
年
の
歴
史
と
伝

統
を
誇
り
ま
す
。

　
昔
か
ら
安
田
瓦
は
、
高
品
質
で
耐

久
性
に
優
れ
て
い
る
た
め
、
親
・
子
・

孫
と
3
世
代
に
わ
た
っ
て
壊
れ
な
い

こ
と
か
ら
、「
安
田
の
瓦
は
3
代
持
つ
」

と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
技
術

は
匠
か
ら
匠
へ
と
受
け
継
が
れ
、
現

在
は
最
新
鋭
の
設
備
も
導
入
し
、
全

国
屈
指
の
高
品
質
な
ブ
ラ
ン
ド
瓦
と

し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

安 

田
の
瓦
は
3
代
持
つ

　
安
田
瓦
の
歴
史
は
、
江
戸
時
代
ま

で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　
天
明
7
（
１
７
８
７
）
年
に
、
越

前
国
芦あ

原わ
ら

（
現
在
の
福
井
県
あ
わ
ら

市
）
か
ら
笹
神
地
区
の
山
崎
に
や
っ

て
来
た
瓦
職
人
（
氏
名
不
詳
）
が
、

瓦
を
作
っ
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
文
政
元
（
１
８
１
８
）
年
ご
ろ
に
、

岩
川
辰
二
郎
が
庵
地
に
窯
を
開
き
ま

し
た
。
庵
地
に
は
、
良
質
な
粘
土
と

焼
き
上
げ
る
燃
料
と
な
る
松
が
豊
富

に
あ
り
、
瓦
の
製
造
に
適
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
頃
か
ら
瓦
の
産
地
化
が

始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
弘
化
4
（
１
８
４
７
）
年
に
は
、

庵
地
の
碇

い
か
り

屋
長
左
衛
門
が
、
1
回
に

14
～
15
坪
分
の
瓦
を
焼
く
こ
と
が
で

き
る
窯
を
築
き
ま
す
。
こ
こ
で
生
産

さ
れ
た
瓦
は
、
高
品
質
で
販
路
を

次
々
と
拡
大
し
て
い
き
、
幕
末
の
こ

ろ
に
は
、
瓦
工
場
が
数
件
軒
を
連
ね

る
ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。

　
こ
の
頃
の
瓦
の
色
は
、
備
中
ベ
ン

ガ
ラ
釉う

わ
ぐ
す
り薬
を
使
用
し
た
「
赤
褐
色
」

で
し
た
。

　
明
治
に
な
り
、
安
田
瓦
は
飛
躍
的

な
発
展
を
遂
げ
ま
す
。

　
こ
の
頃
、
安
田
瓦
の
特
徴
で
も
あ

る
「
鉄て

っ

色
し
ょ
く

」
が
、
漆

う
る
し

山
文
吉
の
試
行

錯
誤
の
末
に
開
発
さ
れ
ま
す
。

　
当
時
の
日
本
は
、
欧
米
の
文
化
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
、
日
清
戦
争
後

の
軍
備
拡
張
も
あ
り
、
次
々
と
兵
舎

の
増
改
築
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
高
温
で
焼
き
上
げ
る
独
特
の
製
法

は
、
強
度
が
あ
り
吸
水
性
を
極
限
ま

で
下
げ
て
い
る
た
め
、
凍
結
や
積
雪

な
ど
に
強
く
、
東
北
や
北
海
道
の
兵

舎
の
建
設
に
多
く
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
は
、
工

場
の
機
械
化
が
進
み
ま
す
。
窯
に
使

用
さ
れ
る
燃
料
も
、
松ま

つ

薪ま
き

か
ら
石
炭

に
代
わ
り
、
よ
り
高
品
質
な
瓦
の
製

造
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、
屋
根
瓦
に
と
ど
ま
ら

ず
、
置
物
や
壁
・
床
材
、
食
器
な
ど
、

「
安
田
瓦
」
の
技
術
に
よ
る
製
品
が

開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

　《参
考
文
献
》安
田
町
史
・
笹
神
村
史
・

吉
田
東
伍
記
念
博
物
館
特
別
展
「
安

田
瓦
の
昨
日
・
今
日
・
明
日
」
資
料

～
地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
安
田
瓦
」
の
秘
密
～

瓦
安田瓦の歴史

　

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ

り
、
日
本
各
地
の
風
景
を

創
り
出
し
て
い
る
「
瓦
」。

ま
た
、
日
々
、
人
々
の
暮

ら
し
を
支
え
て
い
る
「
瓦
」。

　

今
回
の
特
集
で
は
、

２
０
０
年
以
上
続
く
地
域

ブ
ラ
ン
ド
「
安
田
瓦
」
の

秘
密
に
迫
り
ま
す
。

江 

戸
時
代
の
安
田
瓦

THE
明 

治
の
安
田
瓦

大 

正
か
ら
昭
和

　
　

 　

そ
し
て
平
成
へ

2 新潟県議会旧議事堂（重要文化財）の瓦

1 江戸時代に建立され、「御瓦師 岩川辰二郎」の文字があ
る諏訪神社社殿（新潟市東区上木戸）の鬼瓦

3 安田瓦協同組合事務所裏の公園に展示されている明治時
代の飾り瓦

4 昭和 29 年 4 月、従来の松薪から石炭を使用した最新型の
窯の稼働を記念して撮影

岩
川
辰
二
郎

1

3

2

4 瀬﨑明男さん（五十嵐瓦工業株式会社）

瓦製造の仕事に就いて 45 年。機械化が進んだ

現代でも特殊な形状の瓦は、手作業で一枚一

枚作ります。焼くことで縮む瓦の仕上がりを

考えて作業します。熟練した「技」が必要です。
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地
面
か
ら
屋
根
へ
「
安
田
瓦
」
の
旅

阿賀野市安田瓦普及助成事業

住宅等の新築・リフォーム・屋根の修理で、

安田瓦を使用した場合、瓦の代金の一部

を補助します。

○補助対象

　瓦の代金が 20 万円以上

○補助額

　瓦代金の 10%（最大 10 万円）

※ 詳しくは、問い合わせください。

　商工観光課 商工振興係（内線 2351）

阿賀野市住宅リフォーム支援事業

住宅のリフォーム、屋根の修理を行う場

合の工事費の一部を補助します。

○補助対象

　工事費が 20 万円以上

○補助額

　工事費の 20%（最大 20 万円、親・子・

孫が同居する場合は 50 万円）

※ 詳しくは、問い合わせください。

　建設課 都市計画建築係（内線 2316）

安田瓦の使用を支援します !

　
安
田
瓦
の
製
造
は
、
機
械
化
が
進

ん
だ
現
代
で
も
、
基
本
的
な
製
造
工

程
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
伝
統
・
技
術
・
風
土
が
育
ん
だ
安

田
瓦
の
製
造
工
程
を
紹
介
し
ま
す
。

土 

づ
く
り
か
ら

　
　
　

 

始
ま
る
安
田
瓦

　市内の採掘場から粘土

を採掘します。粘土は土

の中の微生物を活性化す

るため、空気に触れさせ

ながら一定期間保存され

ます。

粘土の採掘

　粘土を混合します。粘

土は地層によって成分が

違います。成分を調整す

るため、3 ～ 4 種類の粘

土を混合して品質を一定

化します。

土
ど

練
れ ん

不純物の除去

　不純物（石や木の根な

ど）を除去した後、水分

を調整します。　真空状態で圧力をかけ

て、粘土を押し出してい

きます。一枚の板状になっ

た瓦は、機械でカットさ

れ、ハンガーに並べられ

乾燥させます。

成型

　安田瓦の特徴である「鉄
て っ

色
しょく

」は、この工

程で決まります。

　施釉とは、素焼きされた瓦の表面に釉薬

を施すことです。植木鉢などの表面はザラ

ザラしていますが、茶碗のように表面がツ

ルツルしているのが釉薬を施したものです。

　施釉してから焼くことにより、釉薬の成

分が熱で溶けて素焼きの瓦と一体化しま

す。これにより吸水率が極限まで下げられ、

強度が上がります。

　安田瓦は、この釉薬を瓦の裏面にも施す

ことにより、さらに強固になっています。

施
せ

釉
ゆ う

　施釉された瓦は、乾燥後に窯で約 27 時

間かけて焼きます。焼くことを「焼成」と

いい、急激に温度を上昇させると割れてし

まうため、最初は約 200 度から始め、最終

的には約 1300 度まで到達させます。

　最初の焼成を「酸化焼成」、更に高温で

2 度目の焼成を「還元焼成」といいます。

　これにより瓦は極限まで焼き締められ、

通常の瓦をはるかに上回る強度と耐久性、

防水性を実現します。　

　この製法は明治時代には確立され、現代

に引き継がれています。

焼
し ょ う

成
せ い

　 焼 き 上 が っ た 瓦 は、

ゆっくりと冷まされた

後、割れや曲がりなどを

徹底的に検査します。合

格した瓦は梱包され、建

築現場へ運ばれます。

品質管理

　建築現場で、屋根職人

が「瓦葺き」を行います。

屋根の形状に合わせ、一

枚一枚を隙間なく丁寧に

葺きます。

屋根葺
ふ

き

　地面から始まった安田瓦の旅は、

最後に屋根へたどり着きます。

　今後、数十年間にわたり安田瓦は、

大切な家を守り続けます。

完成

最大

お得！60万円

10万円50万円

安田瓦協同組合 青年部

部長　月岡健一 さん

安田瓦の伝統と

技術を受け継い

でいます。

5 平成 28 年 7 月号 4平成 28 年 7 月号



7 平成 28 年 7 月号 6平成 28 年 7 月号

特集　THE 瓦

　
日
本
国
内
に
は
、
多
く
の
瓦
の
産

地
が
あ
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
そ

の
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
瓦
は
、
そ
の
地
域
の
気
候
風
土
に

合
わ
せ
発
展
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化

と
交
わ
り
な
が
ら
、
日
本
各
地
の
風

景
を
創
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
人
口
の
減
少
や
住
宅
様

式
の
変
化
に
加
え
、
瓦
屋
根
は
地
震

に
弱
い
と
い
う
誤
っ
た
風
評
な
ど
に

よ
り
、
出
荷
量
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
安
田
瓦
は

２
０
０
年
も
の
間
、
地
域
の
気
候
風

土
に
合
う
瓦
を
追
求
し
て
き
ま
し

た
。
未
来
へ
と
つ
な
げ
る
も
の
づ
く

り
、
安
田
瓦
に
は
卓
越
し
た
「
も
の

づ
く
り
精
神
」
が
あ
り
ま
す
。

　
床
、
壁
、
食
器
、
イ
ン
テ
リ
ア
、

そ
し
て
屋
根
。
生
活
の
中
で
身
近
に

あ
る
伝
統
と
技
術
の
結
晶「
安
田
瓦
」

を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

身 

近
に
あ
る

　

 
伝
統
と
技
術
の
結
晶

■
問
い
合
わ
せ

　
・
安
田
瓦
協
同
組
合

　
　
☎
68
‐
２
１
１
２

　
　

HP
「
安
田
瓦
協
同
組
合
」
で
検
索

　
・
商
工
観
光
課 

商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　（
内
線
２
３
５
２
）

有限会社 村
む ら

秀
ひ で

鬼瓦工房

村山　茂さん

　
１
０
０
年
以
上
続
く
工
房
で
鬼
瓦

を
製
造
す
る
「
鬼
師
」
の
村
山
茂
さ

ん
。
瓦
に
つ
い
て
の
思
い
を
語
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

―
村
山
さ
ん
が
、
鬼
瓦
を
作
る
き
っ

か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

村
山
―
う
ち
は
代
々
、
鬼
瓦
の
製
造

を
や
っ
て
い
て
、
１
０
０
年
以
上
続

い
て
い
ま
す
。
私
で
4
代
目
で
す
。

　
子
ど
も
の
頃
か
ら
粘
土
や
鬼
瓦
が

身
近
に
あ
っ
て
、
家
業
を
継
い
だ
の

は
自
然
な
流
れ
で
し
た
。

―
現
在
、
鬼
瓦
の
技
術
を
応
用
し
て
、

新
し
い
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

村
山
―
鬼
師
の
仕
事
を
始
め
た
頃

は
、
瓦
屋
さ
ん
の
依
頼
ど
お
り
に
鬼

瓦
を
作
っ
て
い
る
だ
け
で
し
た
。
冬

に
な
る
と
受
注
が
減
る
の
で
、
そ
の

間
、何
か
で
き
な
い
か
な
と
考
え
て
、

20
年
前
か
ら
作
り
始
め
ま
し
た
。

―
周
り
の
評
価
は
ど
う
で
す
か
。

村
山
―
何
の
宣
伝
も
し
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
口
コ
ミ
で
だ
ん
だ
ん
と
広

が
っ
て
注
文
が
増
え
、
今
で
は
納
品

が
1
年
待
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
置
物
な
ど
を
作
り
始
め
て
何
か
変
わ

り
ま
し
た
か
。

村
山
ー
鬼
瓦
は
、
納
品
後
の
「
お
客
様

の
感
想
」
な
ど
、
反
応
が
分
か
ら
な
い

こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
飾
り
物
は
直

接
、
お
客
様
と
話
し
た
り
要
望
を
聞
い

た
り
で
き
る
の
が
い
い
で
す
ね
。

ー
今
後
の
抱
負
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。

村
山
ー
若
い
頃
は
、
鬼
瓦
に
「
気
合

い
」
や
「
鋭
さ
」
の
よ
う
な
と
が
っ

た
雰
囲
気
が
出
て
い
ま
し
た
。
年
を

重
ね
る
ご
と
に
「
温
か
み
」
と
「
重

厚
感
」
が
出
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
技
術
と
伝
統
を
守
り
な

が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
挑
戦
し

て
い
き
た
い
で
す
。

伝 

統
鬼
瓦
の

　

 

技
術
を
そ
の
ま
ま
に

い
つ
ま
で
も
挑
戦
者

新たな物語へ「安田瓦」の未来
　
今
、
安
田
瓦
は
形
や
場
所
を
変
え

て
、
私
た
ち
の
身
近
な
所
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
1
月
に
は
、
安
田
瓦
で
作
ら

れ
た
食
器
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
」
が
、
フ

ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
行
わ
れ
た
イ
ン
テ

リ
ア
見
本
市
に
出
品
さ
れ
、
高
い
評

価
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
」

（
上
越
市
）
の
リ
ゾ
ー
ト
列
車
「
雪

月
花
」
の
車
内
床
板
、
水
原
中
学
校

の
玄
関
床
、
ま
き
ス
ト
ー
ブ
の
床
材

な
ど
、
形
を
変
え
て
、
私
た
ち
の
生

活
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

生 

活
の
さ
ま
ざ
ま
な

　

 　
　
　

所
に
安
田
瓦

瓦製の「TSUKI」。表面が

月のクレーターのような模

様となることから名付けら

れました。

リゾート列車「雪月花」の車内に使用されている瓦陶板

�

鬼瓦の置物。熱や凍結にも強

いため、屋内だけでなく、屋

外にも飾ることができます。

��

桜の花びらを形どった屋根瓦

水原中学校の玄関に使用されてる瓦陶板

孝順寺（保田）本堂の鬼瓦

瓦　村秀 検索
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通
報
を
受
け
る
と
、
直
ち
に

現
場
へ
向
か
い
ま
す
。

　
傷
病
者
の
容
態
が
悪
い
と
き

や
傷
病
者
が
建
物
の
2
階
に
い

る
と
き
（
搬
送
困
難
時
）、
交

通
事
故
な
ど
の
と
き
に
は
、
消

防
隊
も
一
緒
に
出
動
し
ま
す
。

　
現
場
で
収
集
し
た
情
報
を
、

診
察
が
可
能
な
病
院
へ
連
絡
し

ま
す
。
近
く
に
治
療
で
き
る
病

院
が
な
け
れ
ば
、
遠
方
の
病
院

を
選
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 人命救助の最前線

救急隊員・救急救命士の活動

■
出
動
か
ら
病
院
到
着
ま
で
の
流
れ

■
救
急
車
に
は
救
急
救
命
士
が

　
　
　
　
　
　
　
　

乗
っ
て
い
ま
す

■この記事に関する問い合わせは、消防本部へ　☎ 62-2058

　「
家
族
が
救
急
車
に
乗
っ
た
の
に
、
な
か
な
か
発
車
し
な
い
」「
隣
の
家
に
救
急
隊
員
が
入
っ
て
い
っ

た
け
れ
ど
、
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
」
な
ど
と
疑
問
を
抱
く
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
こ
で
は
、
救
急
車
が
出
動
し
て
か
ら
病
院
に
到
着
す
る
ま
で
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

①
出
動

②
現
場
到
着

　
現
場
へ
到
着
す
る
と
、
次
の

こ
と
を
行
い
ま
す
。

○
傷
病
者
の
観
察
・
病
態
把
握

　�

血
圧
・
体
温
・
心
電
図
の
測

定
な
ど

○
処
置

　�

止
血
、
呼
吸
の
確
保
な
ど
の

応
急
処
置

○
情
報
収
集

　�

住
所
・
氏
名
・
年
齢
の
確
認

や
病
歴
・
か
か
り
つ
け
病
院
の

有
無
、
事
故
等
の
発
生
状
況

③
病
院
連
絡

⑤
病
院
到
着

　
病
院
へ
到
着
し
た
ら
、
事
前

に
収
集
し
た
情
報
を
病
院
に
引

き
継
ぎ
ま
す
。

④
現
場
出
発

　
病
院
へ
連
絡
後
、
消
防
本
部

の
通
信
室
へ
も
連
絡
し
て
、
現

場
を
出
発
し
ま
す
。

　
救
急
車
の
中
で
も
、
必
要
な

処
置
や
観
察
を
行
い
ま
す
。

　119 番を受信してから病院に到着し

て医師に引き継ぐまでの年間平均時

間は、平成 25 年が 51 分 30 秒、平成

26 年が 50 分 36 秒、平成 27 年が 50

分で、2 年間で 90 秒短縮しています。

　市民が安心して生活をすることが

できるように、今後も、より質の高

いサービスを目指し、消防本部の重

点施策として「病院搬送の時間短縮」

を掲げ、観察能力・救急技術・情報

収集能力を強化していきます。

病院へ着くまで、どれく

らい時間がかかるの？

　
救
急
救
命
士
は
、
医
師
の
具
体

的
指
示
の
下
、「
特
定
行
為
」
と

呼
ば
れ
る
救
急
救
命
処
置
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
救
急
救
命
士
が
行
う
こ
と
が

で
き
る
特
定
行
為
に
は
、
心
肺
機

能
停
止
状
態
の
患
者
に
対
す
る

気
道
確
保
や
薬
剤
の
投
与
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
26
年
4
月
か
ら
は
、
救
急

救
命
士
が
行
う
こ
と
が
で
き
る

処
置
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
心
肺

機
能
停
止
前
の
重
度
傷
病
者
に

対
し
て
、
静
脈
路
確
保
や
輸
液
、

血
糖
値
の
測
定
、
ブ
ド
ウ
糖
溶
液

の
投
与
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　昨年 10 月、あがの市民病院の新

築開院以降、病院の努力により、救

急患者の受入率が伸びてきていま

す。

　しかし、休日・夜間の救急要請の

場合、血液検査や画像診断のため、

市外の病院へ搬送することもあり

ます。

　具合が悪いときに、我慢をした結

果、症状が悪化し、遠方の病院へ搬

送されるのは辛いことです。症状が

悪化する前に、市内の医療機関等で

診察を受けましょう。

受診はお早めに

　
平
成
27
年
の
市
に
お
け
る
救
急

出
動
件
数
は
１
６
８
２
件
で
、
1

日
当
た
り
4
・
6
件
で
し
た
。
ま

た
病
院
等
搬
送
者
数
は
１
４
６
５

人
で
、
1
日
当
た
り
4
人
が
搬
送

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
救
急
活
動
を
行
う
救
急
隊
員
・

救
急
救
命
士
は
、
患
者
の
病
態
な

ど
必
要
な
情
報
を
把
握
し
、
適
切

な
処
置
を
行
い
な
が
ら
病
院
へ

搬
送
し
、
速
や
か
に
治
療
が
行
わ

れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
救
急
隊
員
・
救
急
救
命

士
は
定
期
的
に
あ
が
の
市
民
病

院
で
「
症
例
検
討
会
」
を
実
施
し
、

医
師
の
指
導
・
助
言
の
下
、
観
察

力
を
強
化
し
、
病
院
と
の
連
携
を

深
め
て
い
ま
す
。

速
や
か
な
治
療
を
目
指
し
て

救
急
救
命
士
に
よ
る

救
急
救
命
処
置

1

234

1
強
心
剤
の
投
与

2
静
脈
路
確
保
と
輸
液

3
血
糖
値
の
測
定

4
器
具
に
よ
る
気
道
確
保

　
皆
さ
ん
は
、
救
急
車
に
救
急
救
命
士
が
乗
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

救
急
救
命
士
は
、
救
急
車
1
台
に
必
ず
1
人
以
上
乗
車
し
、
救
急
救
命
処
置
を
行
い
ま
す
。

　
市
で
は
22
人
の
救
急
救
命
士
が
業
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
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　“魅力ある阿賀野市が好き！”“がんばれ阿賀野市！”との思いによる支援に、心から感謝申し上げます。

寄附金用途の希望事業 件数 寄附金額

白鳥の瓢湖、五頭連峰、阿賀野川など豊かな自然環境を守り育てる事業 1,061 件 14,957,000 円

ふるさと阿賀野市の文化と子どもたちを守り育てる事業 1,209 件 17,397,800 円

その他、目的達成のため市長が必要と認める事業（特に使途の指定なし） 1,157 件 19,517,001 円

※�1 回の寄附で複数の用途に分けて寄附することもできるので、事業別の寄附件数の合計と全体の寄附

件数は一致しません。

　寄附金は「ふるさと阿賀野市応援基金」として積み立て、次の事業に活用しました。

事業名 事業内容

はじめての絵本プレゼ

ント読み聞かせ事業

次世代を担う子どもたちの健やかな成長を願い、新生児にはじめての絵本をプ

レゼントしました。

温故塾事業

家庭教師や学習塾に通っていない市内の中学生を対象に、元中学校・高等学校

の先生や県内の大学生などが講師となって、無料で学習支援を行いました。

（江戸時代に水原代官所内に設置された、誰でも学べる学問所「温故堂」に由来）

放課後スクール事業
温故塾とあわせて、小中学生の一貫した学習指導体制を強化するため、小学 5・

6年生を対象にした学習塾「放課後スクール」を実施しました。

観光看板整備事業

自然と触れ合う観光人口の増加を図るため、市の観光拠点である瓢湖・代官所

エリア（瓢湖広場）と五頭温泉郷エリア（五頭山麓うららの森）を中心に、観

光看板を整備しました。

■この記事に関する問い合わせは、市長政策課 企画経営係へ　☎ 62-2510（内線 2213）

○寄附件数 … 3,384 件　　○金額 … 51,871,801 円

　今後も寄附をしていただいた皆さんの思いに応え、市を元気にしていく取り組みを進めていきます。

平成 27 年度の寄附件数・金額平成 27 年度の寄附件数・金額

平成 27 年度の寄附金活用状況平成 27 年度の寄附金活用状況

全国各地の皆さんから
　　温かいご支援をいただきました！

○活用額 … 7,668,192 円

ふるさと阿賀野市応援寄附

  1 階 交流・読書・支所フロア

  2 階 文化教養フロア

  3 階 健康増進フロア

　
　

新
安
田
支
所
・
安
田
公
民
館
利
用
構
想

　
安
田
支
所
・
安
田
公
民
館
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
安
田
地
区
の
皆
さ
ん

に
親
し
ま
れ
、
地
域
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
な
る
よ
う

に
計
画
し
て
い
ま
す
。
開
所
は
平
成

31
年
3
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
1
階「
交
流
・
読
書
・
支
所
フ
ロ
ア
」

　
支
所
窓
口
の
ほ
か
、
図
書
室
や
交

流
ス
ペ
ー
ス
・
多
目
的
ホ
ー
ル
を
設

置
す
る
予
定
で
す
。

○
2
階
「
文
化
教
養
フ
ロ
ア
」

　
温
故
塾
を
行
う
部
屋
や
学
習
室
、

囲
碁
将
棋
室
等
を
設
置
す
る
予
定
で

す
。

○
3
階
「
健
康
増
進
フ
ロ
ア
」

　
健
康
塾
を
行
う
部
屋
や
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
ル
ー
ム
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
ル
ー
ム

を
設
置
す
る
予
定
で
す
。
渡
り
廊
下

で
保
健
セ
ン
タ
ー
に
行
き
来
で
き
る

よ
う
に
も
し
ま
す
。

　
こ
の
利
用
構
想
に
よ
り
、
年
間
約

5
万
人
の
利
用
者
数
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　
各
階
の
正
式
な
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、

平
成
29
年
2
月
ご
ろ
に
決
定
す
る
予

定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

管
財
課 

財
産
管
理
係

　

☎
62
‐
２
５
１
０

　

（
内
線
２
３
６
３
）

●
地
域
活
性
化
の
施
設

  3 階 健康増進フロア

  2 階 文化教養フロア

  1 階 交流・読書・支所フロア

●
階
別
の
利
用
構
想

～
安
田
地
区
複
合
施
設
整
備
事
業
～

に
ぎ
わ
い
！ 

夢
広
が
る
！
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◆長年にわたる功績・功労者に贈られました

　6 月 9 日、「第 36 回食生活改善のつどい」（新潟県

自治会館）で、林京子さん（金田町）が新潟県食生活

改善推進委員協議会優良会員として表彰されました。

　林さんは、平成 11 年 4 月から水原町の食生活

改善推進委員として活動。平成 14 年 4 月から現

在まで、町や市の食生活改善推進委員協議会理

事を務めるなど、長年の功績が認められました。

優
良
会
員
表
彰

●
林
京
子
さ
ん

　6 月 5 日、笹神支所駐車場で第 13 回市消防大会

が開催。例年同様、ポンプ操法競技と通常点検競技

を行い、笹神第 3 分団第 7 部（榎船渡・船居・沖ノ館）

がポンプ操法競技会で、京ヶ瀬第 1 分団第 4 部（駒

林）が通常点検競技会で、それぞれ優勝しました。

　笹神第 3 分団第 7 部は、7 月 3 日に五十公野

公園大駐車場（新発田市）で開催される三市北

蒲原地区支会ポンプ操法競技会に出場します。

ポ
ン
プ
操
法
競
技
優
勝

●
笹
神
第
3
分
団
第
7
部

表彰

　5 月 24 日、新潟県大衆音楽協会阿賀野支部支

部長の小林公美子さんと事務局の酒井優さんが

市役所を訪問しました。

　5 月 15 日、水原公民館で開催された「第 5 回歌

と踊りの発表会」で、出演者や来場者から募った

チャリティー金 33,431 円を、子どもたちの健全

育成のために役立ててほしいと寄付されました。

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に

●
大
衆
音
楽
協
会
阿
賀
野
支
部左から、田中市長、小林さん、酒井さん

　6 月 3 日、明間隆雄と愉快な仲間たち歌と踊り

の発表会実行委員会の圓山榮吉副委員長と玉木

武彦副委員長が市役所を訪問しました。

　5 月 29 日、水原公民館で開催された「明間隆

雄と愉快な仲間たち歌と踊りの発表会」で、出

演者から募ったチャリティー金 30,867 円を、市

のために役立ててほしいと寄付されました。

市
の
た
め
に
役
立
て
て

●
明
間
隆
雄
と
愉
快
な
仲
間
た
ち左から、田中市長、圓山さん、玉木さん

　京ヶ瀬中学校 2 年で生徒会本部役員の菅原まみ

子さん・前田遥来さん・花澤沙稀さんと、京ヶ瀬小

学校 6 年で児童会の近藤由良さん・田代主義さん・

伊藤諒真さんの 6 人が、そして、安田中学校 3 年

で生徒会書記長の保科茉央さんとボランティア活

動を担うＪＲＣ委員長の小林優陽さんの 2 人が、

5 月 16 日に市役所を訪れ、平成 28 年熊本地震被

災者の支援に役立ててほしいと、それぞれ 43,321

円、43,052 円、32,522 円を寄付されました。

　各学校児童生徒の発案で募金活動に取り組ん

だもので、集まった募金は日本赤十字社新潟県支

部を通じて、被災された皆さんに届けられます。

熊
本
地
震
被
災
者
の

支
援
に
役
立
て
て

●
京
ヶ
瀬
小
・
中
学
校左から、近藤さん、田代さん、伊藤さん、

田中市長、花澤さん、前田さん、菅原さん

●
安
田
中
学
校

左から、保科さん、小林さん、田中市長

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
、
固
定
資

産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
関
す
る

不
服
に
つ
い
て
、
中
立
的
・
専
門
的
な
立
場

で
内
容
を
審
査
す
る
機
関
で
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
＝
監
査
委
員
事
務
局 

審
査
係
　

　
☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線
２
３
７
２
）

　
任
期
満
了
に
伴
い
、菊
地
修
市
さ
ん
（
飯
山
新
）

と
須
田
幸
英
さ
ん
（
北
園
町
）
が
再
任
委
員
と

し
て
、
長
谷
川
香
一
さ
ん
（
野
田
）
が
新
任
委

員
と
し
て
、
市
議
会
3
月
定
例
会
で
同
意
を
得

て
、
5
月
24
日
付
け
で
市
固
定
資
産
評
価
審
査

会
の
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
人
の
委
員
の
任
期
は
、
5
月
24
日
か
ら
平

成
31
年
5
月
23
日
ま
で
の
3
年
間
で
す
。

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

●
5
月
24
日
付
け
で
選
任

　大野さんは、笹神村議会議員として、昭和 63

年 10 月から平成 12 年 10 月まで、3 期 12 年間

務められました。

　この間、副議長や議会運営委員会委員長、議会

報編集特別委員会委員長の要職を歴任。総務文教

厚生常任委員会委員や治水対策特別委員会委員

を務めるなど、村政の伸展に尽力されました。

委員紹介
　
圓
山
孝
さ
ん
（
京
ヶ
島
）
が
、
市
議
会
3
月
定

例
会
で
同
意
を
得
て
、
5
月
22
日
付
け
で
市
教

育
委
員
会
の
委
員
と
し
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
5
月
22
日
以
降
の
市
教
育
委
員
会
の
構
成

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

職
名

氏
名

教
育
長

岩
村 

弘
一
（
新
発
田
市
）

教
育
長
職
務
代
理

渡
邉 

栄
二
（
福
永
）

委
員

圓
山 

孝
（
京
ヶ
島
）

委
員

鈴
木 

基
子
（
若
葉
町
）

委
員

彌
源
治 

陽
子
（
金
屋
）

教
育
委
員

●
5
月
22
日
付
け
で
任
命

　
教
育
委
員
会
は
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、

文
化
等
に
関
す
る
事
務
を
担
当
し
、
首
長
か

ら
独
立
し
て
設
置
さ
れ
る
合
議
制
の
機
関
で

す
。
教
育
行
政
に
お
け
る
重
要
事
項
や
基
本

方
針
を
決
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
教
育
長

が
具
体
的
な
事
務
を
執
行
し
ま
す
。

田中市長から辞令を受ける圓山さん

寄付紹介

 左から、須田さん、菊地さん、長谷川さん

故・大野俊雄さん（高田）

旭日単光章

死亡叙勲
（4 月 14 日）
叙勲受章・地方自治功労

　阿賀野

市消防団

では、コ
※

ミュニティ助成

事業を活用し、小型動力

ポンプを整備しました。

　このポンプは、主に競

技で使用されるもので、吸水・送水スピードに優れ、

県大会に出場する全ての消防団が使用しています。

　このポンプの貸与を受けて約 1 か月間練習し、三

市北蒲原地区支会ポンプ操法競技会に出場する笹

神第 3 分団第 7 部の団員は、「上位大会に出るチャ

ンスなので頑張りたい」と意欲を見せていました。

コミュニティ助成事業で
小型動力ポンプを整備！

※�コミュニティ助成事業とは、（一財）自治総合セン
ターが行う宝くじの社会貢献広報事業です。地
域の健全な発展と住民の福祉向上を目的に、さま
ざまなコミュニティ活動に助成しています。

■�

問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課

　
☎
62
‐
２
７
９
０
（
内
線
３
３
０
）

笹神第3分団第７部（左から、石塚洋介さん、大
久保慶太郎さん、長谷川翔さん、佐藤良さん）



■お知らせ版

15 平成 28 年 7 月号 平成 28 年 7 月号 14

催
　
　
し

夏
期
ラ
ジ
オ
体
操
会

　

早
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
で
ス
ッ
キ
リ
と

目
覚
め
、
気
持
ち
の
良
い
一
日
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
7
月
23
日
（
土
）
～
8
月
28

日
（
日
）
午
前
6
時
30
分
～
40
分

※
雨
天
中
止

▼
会
場
＝
瓢
湖
水
き
ん
公
園
「
野
外
ス

テ
ー
ジ
前
広
場
」

▼
内
容
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
1
放
送

「
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
」
に
合
わ
せ

て
ラ
ジ
オ
体
操
を
実
施

　
　
　�

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
10

ポ
イ
ン
ト
。
ラ
ジ
オ
体
操
カ
ー

ド
を
配
布
し
て
1
回
に
つ
き
1

個
ス
タ
ン
プ
を
押
印
。
後
日
ス

タ
ン
プ
数
に
応
じ
て
ま
ち
づ
く

り
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
協
働
推
進
課

（
内
線
２
２
８
０
）

ま
ち
づ
く
り
塾
を

開
催
し
ま
す

　

市
で
は
、毎
回
多
彩
な
講
師
を
迎
え
、

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
み
ん
な
で
話
し

合
う
「
ま
ち
づ
く
り
塾
」
を
開
催
し
ま

す
。
講
演
の
後
に
は
和
気
あ
い
あ
い
と

講
師
を
囲
み
、
仲
間
づ
く
り
を
通
し
て

豊
か
な
阿
賀
野
市
を
考
え
ま
す
。

▼
日
時
＝
7
月
15
日
（
金
）
午
後
6
時

30
分
～
9
時
※
毎
月
第
3
金
曜
に
開
催

▼
会
場
＝
天
朝
山
文
化
交
流
の
家

▼
演
題
＝
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
っ
て

何
？　

～
今
や
飽
食
時
代
と
は
言
え
な

い 

も
う
一
つ
の
現
実
を
知
っ
て
ほ
し

い
～
」

▼
講
師
＝
石
塚
貴
之
氏
（
夜
の
お
茶
の

間
ス
タ
ッ
フ
）

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
飲
み
物

　
　
　

�

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
50

ポ
イ
ン
ト
。
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
参

加
の
際
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
生
涯
学
習
課

観
光
塾
を
開
催
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
の
歴
史
や
文
化
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
観
光
塾
を
定
期
的
に

開
催
し
ま
す
。
今
後
、
毎
月
1
回
テ
ー

マ
を
決
め
て
講
演
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
7
月
13
日
（
水
）
午
後
2
時

～
3
時
30
分

▼
会
場
＝
水
原
公
民
館
3
階「
学
習
室
」

▼
演
題
＝「
阿
賀
野
市
の
地
名
と
由
来
」

▼
内
容
＝
「
地
名
と
は
大
地
に
刻
ま
れ

た
人
間
の
索
引
で
あ
る
」と
地
名
学
者
・

谷
川
健
一
氏
が
言
っ
て
い
る
と
お
り
、

地
名
は
歴
史
の
生
き
証
人
で
す
。
山
や

川
、
地
域
な
ど
の
地
名
の
由
来
を
一
緒

に
ひ
も
と
い
て
い
き
ま
す
。

▼
講
師
＝

田
康
也
氏
（
市
ま
ち
あ
る

き
ガ
イ
ド
の
会
会
員
、
新
潟
県
地
名
研

究
会
会
員
）

▼
参
加
費
＝
無
料

　
　
　

�

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
50

ポ
イ
ン
ト
。
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
参

加
の
際
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
観
光
課 

観
光

係
（
内
線
２
３
４
５
）

安 田 支 所  ☎ 68 ー 3000
農 業 委 員 会  ☎ 68 ー 3238
安田公民館・体育館  ☎ 68 ー 3006

京 ヶ 瀬 支 所  ☎ 67 ー 2111
市 立 図 書 館  ☎ 67 ー 2500

阿賀野市役所  ☎ 62 ー 2510
水原総合体育館  ☎ 62 ー 0656
水原公民館  ☎ 62 ー 2028
あ が の 市 民 病 院  ☎ 62 ー 2780
上 下 水 道 局  ☎ 62 ー 2159
消 防 本 部  ☎ 62 ー 2058

笹 神 支 所  ☎ 62 ー 4141
学 校 教 育 課  ☎ 62 ー 2790
生 涯 学 習 課  ☎ 62 ー 5322
笹 神 体 育 館  ☎ 61 ー 2111
ふれあい会館  ☎ 63 ー 8019     

お知らせお知らせ
主　

要　

連　

絡　

先

あ
が
の
市
民
病
院

七
夕
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
＝
7
月
7
日
（
木
）
午
後
5
時

～
5
時
40
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
市
民
病
院
2
階
「
ラ

ウ
ン
ジ
」

▼
出
演
＝
鈴
木
基
子
さ
ん
、
女
声
コ
ー

ラ
ス
向
日
葵
、
職
員
コ
ー
ラ
ス
虹

▼
問
い
合
わ
せ
＝
あ
が
の
市
民
病
院 

総
務
課　

☎
62
‐
２
７
８
０

夏
の
風
物
詩

巨
大
七
夕
飾
り

　

短
冊
に
願
い
事
を
書
い
て
み
ま
せ
ん

か
？　

巨
大
七
夕
飾
り
が
皆
さ
ん
の
来

館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
期
間
＝
7
月
10
日
（
日
）
ま
で

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館
「
館
内
通
路
付

近
」

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
立
図
書
館

第
13
回

阿
賀
野
市
合
唱
祭

▼
日
時
＝
7
月
18
日
（
月
・
祝
）
午
後

1
時
30
分
開
演
（
午
後
1
時
開
場
）

▼
会
場
＝
水
原
公
民
館
1
階「
大
講
堂
」

（
全
席
自
由
）

▼
出
演
＝
白
鳥
コ
ー
ラ
ス
、
混
声
合
唱

阿
賀
野
、
女
声
コ
ー
ラ
ス
向
日
葵
、
阿

賀
野
市
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
、
コ
ー
ラ
ス

風
の
会

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
後
援
＝
市
教
育
委
員
会
、
水
原
・
安

田
・
笹
神
文
化
協
会

▼
そ
の
他
＝
駐
車
場
の
不
足
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
乗
り
合
わ
せ
の
上
、
来

場
し
て
く
だ
さ
い
。
満
車
の
場
合
は
、

イ
オ
カ
電
子
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
合
唱
連
盟　

野
村 

☎
62
‐
２
１
０
４

水
と
光
の
ア
ー
ト

“
瓢
湖
大
噴
水
”

　

瓢
湖
湖
面
に
映
し
出
さ
れ
る
「
水
と

光
の
芸
術
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
7
月
16
日
～
8
月
28
日
の
土

曜
・
日
曜
、8
月
24
日
（
水
）、25
日
（
木
）

▼
時
間
＝
午
後
7
時
～
9
時

▼
問
い
合
わ
せ
＝
瓢
湖
の
水
を
浄
化
す

る
会　

澤
田　

☎
62
‐
３
７
０
１

宝
珠
温
泉

あ
か
ま
つ
荘
催
し

◎�

太
田
由
紀
と
歌
の
仲
間
カ
ラ
オ
ケ
発

表
会

▼
日
時
＝
7
月
10
日
（
日
）
正
午
～

▼
出
演
＝
泉
の
会
（
新
保
）

◎�

歌
と
踊
り
の
発
表
会

▼
日
時
＝
7
月
18
日
（
月
・
祝
）
正
午
～

▼
出
演
＝
明
間
隆
雄
と
愉
快
な
仲
間
た

ち
（
寺
社
）

◎�

カ
ラ
オ
ケ
と
踊
り
発
表
会

▼
日
時
＝
7
月
24
日
（
日
）
正
午
～

▼
出
演
＝
三
沢
歌
友
会
（
新
発
田
市
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
宝
珠
温
泉 

あ
か
ま

つ
荘　

☎
68
‐
５
７
２
６

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
横
雲
の
里

17
周
年
祭

　

毎
年
恒
例
の
周
年
祭
を
開
催
し
ま

す
。
松
井
町
太
鼓
の
会
な
ど
の
演
奏
や

民
踊
流
し
、
飲
食
屋
台
が
多
数
出
店
し

ま
す
。

▼
日
時
＝
7
月
9
日
（
土
）
午
後
2
時

30
分
～
3
時
30
分

▼
会
場
＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
横
雲

の
里
「
駐
車
場
」（
新
潟
市
江
南
区
阿
賀

野
1
‐
2
‐
1
）
※
雨
天
時
は
施
設
内

▼
問
い
合
わ
せ
＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
横
雲
の
里　

本
間

☎
61
‐
５
５
５
５

水
原
代
官
所
販
売
組
合

七
夕
大
売
り
出
し

　

日
頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
て
、
い
い

モ
ノ
、
お
い
し
い
モ
ノ
を
そ
ろ
え
て
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
7
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時

～
午
後
3
時

▼
会
場
＝
水
原
代
官
所
、
水
原
ふ
る
さ

と
農
業
歴
史
資
料
館

▼
内
容

・�

水
原
地
区
幼
保
園
児
に
よ
る
七
夕
飾

り
・�

あ
が
の
お
話
の
会
に
よ
る
昔
語
り

・�

代
官
そ
ば
手
打
ち
販
売
、
と
れ
た
て

野
菜
・
ス
カ
ー
フ
・
風
船
・
特
産
品

の
販
売

・�

来
場
者
に
は
「
阿
賀
野
市
の
冷
た
い

水
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
な
く
な
り
次
第

終
了
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

お
知
ら
せ

水
原
地
区
・
安
田
地
区

敬
老
会
の
ご
案
内

▼
開
催
日
・
会
場

・�

水
原
地
区
…
9
月
10
日
（
土
）
／
水

原
総
合
体
育
館

・�

安
田
地
区
…
9
月
24
日
（
土
）
／
安

田
体
育
館

▼
対
象
者
＝
昭
和
15
年
4
月
1
日
以
前

生
ま
れ
（
77
歳
以
上
）
の
人

※�

対
象
者
に
は
、
自
治
会
等
を
通
じ
て

後
日
案
内
し
ま
す
。

▼
そ
の
他
＝
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。
希
望
者
は
高
齢
福
祉
課
へ

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
高
齢
福
祉
課 

高
齢

福
祉
係
（
内
線
２
１
２
７
）

阿
賀
野
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

　

阿
賀
野
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
日

程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

◎
阿
賀
野
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

▼
告
示
日
＝
10
月
9
日
（
日
）

▼
選
挙
期
日
＝
10
月
16
日
（
日
）

※
新
潟
県
知
事
選
挙
と
同
日

◎
新
潟
県
知
事
選
挙

▼
告
示
日
＝
9
月
29
日
（
木
）

▼
選
挙
期
日
＝
10
月
16
日
（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
内
線
２
４
０
１
）

7
月
10
日
は
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

期
日
前
投
票
所
は
市
内

4
か
所
で
開
設
し
ま
す

　

阿
賀
野
市
長
選
挙
に
引
き
続
き
、
市

役
所
と
各
支
所
で
期
日
前
投
票
所
を
開

設
し
ま
す
。

▼
開
設
日

・�

市
役
所
…
７
月
9
日
（
土
）
ま
で

・�

各
支
所
…
7
月
4
日
（
月
）
～
9
日

（
土
）

▼
投
票
時
間
＝
午
前
8
時
30
分
～
午
後

8
時

▼
開
設
場
所

・�

市
役
所
…
1
階
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

・�

各
支
所
…
安
田
支
所
1
階「
ロ
ビ
ー
」、

京
ヶ
瀬
支
所
1
階
「
ロ
ビ
ー
」、
笹
神

支
所
2
階
「
ホ
ー
ル
」

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
内
線
２
４
０
１
）

２
０
１
６ 

ふ
る
さ
と
だ
し
の
風
ま
つ
り

7
月
24
日
（
日
） ・ 

城
ノ
内
野
球
場

　
（
保
田
４
８
０
７
‐
1 

安
田
体
育
館
前
・
例
年
と
会
場
が
異
な
り
ま
す
）

　

今
年
で
13
年
目
を
迎
え
る
「
だ
し

の
風
ま
つ
り
」。
今
回
は
、
市
観
光
親

善
大
使
で
歌
手
の
水
森
か
お
り
さ
ん

の
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
や
芸
能
発
表
、
だ

ん
ご
ま
き
、民
踊
流
し
と
い
っ
た
「
郷

土
の
祭
典
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
お
願
い
】
駐
車
場
は
安
田
体
育
館

周
辺
・
安
田
支
所
前
・
ウ
イ
ン
デ
ィ

裏
・
大
光
銀
行
脇
の
各
駐
車
場
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。
当
日
は
駐
車
場

の
不
足
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
来
場
の

際
は
、
乗
り
合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ

さ
い
（
駐
車
場
が
満
車
の
場
合
は
、

来
場
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

～
唄
え
よ
踊
れ 

だ
し
の
風
の
よ
う
に 

響
き
渡
れ
～

まつりプログラム（予定）

09:30
～

15:30

だしの風テント村（屋台、抽選会
など）、遊びの広場、バッテリーカー

09:15

～ オープニング、主催者あいさつ

09:30
～

10:50

ふるさと芸能発表会
（午前の部）

10:50
～

11:50

新潟プロレス
( だしの風まつり特別試合 )

12:00
～

12:30

魚のつかみ取り
（特設いけす・小学生以下対象）

12:30
～

14:00

ふるさと芸能発表会
（午後の部）

13:30
～

15:30

FM-NIIGATA
（夏のステッカーキャンペーン )

14:10
～

15:00
のど自慢大会

15:00
～

15:30
水森かおりミニステージ

16:00
～

17:00

大民踊流し
（参加者に参加賞をプレゼント）

17:00
～

17:30
だんごまき

17:40 全日程終了

■�申し込み・問い合わせ

　�ふるさとだしの風まつり実行委員

会事務局（商工観光課内・内線2345）

魚を入れる
袋を持って
きてね！

「越後水原」
が大ヒット中 !!

水森かおりさん
来場決定 !!
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お
知
ら
せ

7
月
18
日
（
月
・
祝
）

燃
え
る
ご
み
の

祝
日
収
集
を
実
施
し
ま
す

　

7
月
18
日
（
月
・
祝
）
は
、「
月
曜
・

水
曜
・
金
曜
」
が
収
集
日
と
な
っ
て
い

る
地
区
の
燃
え
る
ご
み
を
収
集
し
ま
す
。

※�

祝
日
収
集
日
は
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

で
も
確
認
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
生
活
課 

環
境

係
（
内
線
２
１
０
５
）

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特

別
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
7
月
31
日
現
在

で
常
用
労
働
者
を
１
～
４
人
雇
用
す
る

事
業
所
（
農
林
漁
業
、
一
般
公
務
を
除

く
）
を
対
象
に
、
賃
金
や
労
働
時
間
、

労
働
者
数
の
動
向
を
調
べ
る
毎
月
勤
労

統
計
調
査
特
別
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
デ
ー
タ
は
統
計
を
作
る
た
め
の

み
に
使
用
し
ま
す
。
県
知
事
が
任
命
し

た
統
計
調
査
員
が
対
象
事
業
所
を
訪
問

し
ま
す
の
で
、回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
期
間
＝
7
月
下
旬
～
8
月
31
日

（
水
）

▼
対
象
地
区
＝
保
田
の
一
部

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県 

統
計
課 

生

活
統
計
班

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
１
１
９

複
雑
化
す
る
詐
欺
の
手

口
に
注
意
が
必
要
で
す 

　

「
漏
れ
た
個
人
情
報
削
除
の
た
め
に

お
金
を
要
求
」「
故
人
の
架
空
の
借
金

返
済
を
遺
族
へ
要
求
」「
自
動
車
・
テ

レ
ビ
・
旅
行
な
ど
高
額
な
景
品
が
当
選

し
た
と
偽
っ
て
送
料
や
諸
経
費
を
要

求
」
な
ど
、
詐
欺
グ
ル
ー
プ
は
あ
ら
ゆ

る
手
段
を
使
っ
て
、
私
た
ち
を
だ
ま
そ

う
と
し
て
き
ま
す
。

　

身
に
覚
え
が
な
い
も
の
、
怪
し
い
と

思
う
も
の
に
は
、
決
し
て
手
を
出
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
不
審
に
思
っ
た
ら
市

役
所
1
階
市
民
生
活
課
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

◎�

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

　

市
民
生
活
課
で
は
、
消
費
生
活
相
談

員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
個
別
の

相
談
室
が
あ
り
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

・�

市
民
生
活
課 

相
談
係
（
内
線
２
１
１
０
）

・�

新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

�

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
９
６

石
油
給
湯
機
な
ど
の
交
換
時
に
は

凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
ー
も

一
緒
に
交
換
し
ま
し
ょ
う

　

平
成
28
年
に
石
油
給
湯
機
の
給
水
管

に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
凍
結
防
止

ヒ
ー
タ
ー
が
原
因
の
火
災
が
発
生
し
ま

し
た
。
長
年
の
使
用
で
ヒ
ー
タ
ー
線
な

ど
が
劣
化
し
、
破
損
・
シ
ョ
ー
ト
す
る

こ
と
で
電
線
の
被
覆
に
着
火
し
、
火
災

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

ガ
ス
・
石
油
給
湯
機
な
ど
を
交
換
す

る
と
き
は
、
火
災
防
止
の
た
め
、
凍
結

防
止
ヒ
ー
タ
ー
も
一
緒
に
交
換
し
ま
し

よ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部 

予
防
課

ご
ず
っ
ち
ょ
カ
フ
ェ

　

毎
日
の
介
護
を
頑
張
り
過
ぎ
て
い
ま

せ
ん
か
？　

ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い

の
か
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
「
認
知
症
の
人
が
安
心
し
て

来
れ
る
場
所
」「
家
族
が
ホ
ッ
と
で
き
る

場
所
」「
認
知
症
に
関
す
る
情
報
収
集
の

場
所
」
と
し
て
、
認
知
症
カ
フ
ェ
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ホ
ッ
と
一
息
つ
け
る

時
間
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
7
月
19
日
（
火
）
午
後
1
時

30
分
～
3
時
30
分

※
毎
月
第
3
火
曜
に
開
催

▼
会
場
＝
稲
荷
町
会
館
（
百
津
88
・
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
鳥
荘
隣
）

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
／
人

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

・�

高
齢
福
祉
課 

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
阿
賀
野
（
内
線
２
１
３
４
）

・�

高
齢
福
祉
課 

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
笹
神　

☎
62
‐
４
１
４
３

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

FM 76.1MHz
	

　　　　　　　　災害時には、FMにいつ（周波数 76.1MHz）で市の災害情報を放送します。

	

７
月
は
愛
の
血
液
助
け
合
い
月
間
で
す

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

新
潟
県
内
で
は
、
1
日
当
た
り
約

３
０
０
人
分
の
献
血
が
必
要
で
す
。
皆

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
7
月
25
日
（
月
）
午
前
9
時

15
分
～
11
時
30
分

▼
会
場
＝
北
蒲
み
な
み
農
業
協
同
組
合

本
店
▼
協
力
団
体
＝
阿
賀
野
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

健
康

づ
く
り
係
（
内
線
２
６
３
４
）

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
強
調
月
間

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

　

こ
の
運
動
は
、
全
て
の
国
民
が
犯
罪

や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

犯
罪
や
非
行
が
生
ま
れ
る
の
は
地
域

社
会
で
あ
り
、
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行

に
陥
っ
た
少
年
の
更
生
を
促
す
場
も
地

域
社
会
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
や
家
庭
か
ら
犯
罪
や
非
行
を
出

さ
な
い
た
め
に
も
、
家
庭
に
お
け
る
親

子
の
対
話
や
地
域
住
民
同
士
の
ふ
れ
あ

い
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

新
潟
県
推
進
委
員
会　

　市では、市立小中学校施設の耐震改修に平成 20

年度から着手し、毎年 4月 1日現在の耐震診断や耐

震改修状況を公表しています。昨年度に行った山手

小学校校舎棟の補強工事完了により、市立小中学校

全体の耐震化率は 100％になりました。

　平成 28 年 4 月 1 日現在における市立小中学校施

設全体の耐震改修進捗度と学校別の耐震改修状況

は、次のとおりです。

■耐震診断や補強工事の要否

　耐震診断や補強工事の対象となる建物は、昭和 56

年以前の旧耐震基準により建築された 2階建て以上

または床面積が 200 ㎡を超える非木造建物です。

　改正以降の新耐震基準により建築された建物は、

地震時に必要な耐力を保有していることから、耐震

診断や補強工事の必要はありません。

平成 27 年度で施設全体の耐震化率 100％を達成
― 市立小中学校施設の耐震改修状況 ―

■耐震改修進捗度 ( 平成 28 年 4月 1日現在 )

全棟数

A

昭和 57年

以降

B

昭和 56年

以前

C

昭和 56年

以前の全

棟数に占

める割合

D=C/A

耐震診断

実施済棟

数

E

耐震診断

実施率

F=E/C

耐震診断

実施率順

位

昭和56年

以前建築

の棟で耐

震性があ

る、お よ

び既に補

強済の棟

数G

耐震化率

H

=(B+G)/A

耐震化順

位

昭和 56年

以前の建

物に係る

耐震化率

I=G/C

50

（50）

17

（17）

33

（33）

66.0％

（66.0％）

33

（33）

100.0％

（100.0％）

1

（1）

33

（32）

100.0％

（098.0％）

01

（21）

100.0％

（097.0％）

※かっこ内の数値は平成 27 年 4月 1日現在の値。順位は県内 30 市町村中の順位。

■学校別の耐震改修状況（昭和 56 年以前建築分）

学校名 建物区分 耐震化状況 学校名 建物区分 耐震化状況

保田小学校 校舎 平成 20年度耐震化完了 分田小学校 校舎・屋内体育館 平成 25 年度耐震化完了

京ヶ瀬中学校 校舎 平成 21 年度耐震化完了 笹神中学校 校舎 平成 25年度耐震化完了

堀越小学校 校舎 平成 22年度耐震化完了 水原中学校 校舎・屋内体育館 平成 25 年度改築完了

笹岡小学校 校舎・屋内体育館 平成 22 年度耐震化完了 神山小学校 ランチルーム 平成 26年度耐震化完了

安田中学校 校舎・屋内体育館 平成 22 年度耐震化完了 山手小学校 校舎 平成 27年度耐震化完了

安野小学校 校舎・屋内体育館 平成 24 年度耐震化完了

■問い合わせ＝学校教育課 施設係

　

発
行
総
額
３
億
３
千
万
円
！

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
し
ま
す

　

市
内
で
い
ろ
い
ろ
と
使
え
て
お
得

な
「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
を
発
行
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

▼�

販
売
開
始
日
＝
9
月
11
日
（
日
）

※
市
役
所
の
み
9
月
12
日
（
月
）

▼�

販
売
時
間
＝
各
販
売
場
所
の
営
業

時
間
に
よ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
市
内

各
商
工
会
は
初
日
の
み
午
前
9
時

～
午
後
4
時
の
販
売
と
な
り
ま
す
。

　

※
な
く
な
り
次
第
、
販
売
終
了

▼�

販
売
場
所
＝
市
内
各
商
工
会
、
ウ

イ
ン
デ
ィ
内
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン

タ
ー
（
安
田
地
区
）、
㈱
渋
谷
商

店
（
京
ヶ
瀬
地
区
）、
㈱
白
善
商

店
（
水
原
地
区
）、
市
役
所
（
支

所
で
は
販
売
し
ま
せ
ん
）

▼�

販
売
価
格
＝
１
セ
ッ
ト
１
万
円

（
千
円
券
×
11
枚
つ
づ
り
、
千
円

お
得
で
す
）

▼�

購
入
限
度
額
＝
本
人
・
代
理
に
か

か
わ
ら
ず
1
人
10
セ
ッ
ト
（
10
万

円
）
ま
で

▼�

利
用
限
度
額
＝
1
回
50
万
円
ま
で

▼�

有
効
期
間
＝
9
月
11
日
（
日
）
～
11

月
30
日
（
水
）※
期
限
後
は
無
効
。

▼�

使
用
事
業
所
等
＝
市
内
取
扱
加
盟

店
の
み
で
使
用
可
能
で
す
。「
買
い

物
」「
車
の
購
入
・
車
検
」「
住
宅
等

の
増
改
築
・
下
水
道
工
事
」「
エ
ア

コ
ン
の
取
り
付
け
・
家
電
の
購
入
」

「
宴
会
や
温
泉
で
の
保
養
」
な
ど
多

目
的
に
利
用
で
き
ま
す
。

※�

利
用
店
舗
は
、
詳
細
が
決
ま
り
次

第
、
新
聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

★�

取
扱
加
盟
店
を
募
集

　

市
内
の
商
工
業
者
は
、
業
種
を
問

わ
ず
登
録
が
可
能
で
す
。

▼�
対
象
者
＝
小
売
業
者
、
サ
ー
ビ
ス

業
者
、
観
光
業
者
、
建
設
業
者
な

ど
、
市
内
で
商
工
業
を
営
む
者

▼�

加
盟
料
＝
商
工
会
員
・
無
料
、
非

会
員
・
2
万
円

▼�

換
金
方
法
＝
市
内
の
さ
く
ら
の
街

信
用
組
合
本
支
店
へ
加
盟
店
が
持

参
▼�

事
務
手
数
料
＝
商
品
券
額
面
の

１
％
（
換
金
時
に
徴
収
し
ま
す
）

▼�

換
金
期
間
＝
9
月
12
日
（
月
）
～

12
月
14
日
（
水
）

▼�

申
込
方
法
＝
市
内
各
商
工
会
へ
申

込
書
を
提
出

▼
申
込
期
限
＝
7
月
14
日
（
木
）

▼�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・�

安
田
商
工
会　

�

☎
68
‐
２
２
０
８

　
　
　
　
　
　
　

Ⓕ
68
‐
３
５
１
５

・�

京
ヶ
瀬
商
工
会�　

�

☎
67
‐
２
７
４
３

　
　
　
　
　
　
　

Ⓕ
67
‐
２
１
７
８

・�

水
原
商
工
会　

�

☎
62
‐
２
０
４
７

　
　
　
　
　
　
　

Ⓕ
62
‐
７
０
０
７

・�

笹
神
商
工
会　

�

☎
62
‐
４
５
６
３

　
　
　
　
　
　
　

Ⓕ
62
‐
７
９
２
４
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お
知
ら
せ

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で

「
心こ

こ

カ
フ
ェ
絆
」
に

話
し
に
来
ま
せ
ん
か

　

「
何
と
な
く
学
校
に
行
き
た
く
な
い
」

「
う
ち
か
ら
出
ら
れ
な
い
」「
仕
事
に
就

く
気
に
な
れ
な
い
」
…
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
で
悩
ん
で
い
る
人
や
そ
の
家
族
の

皆
さ
ん
が
気
軽
に
集
ま
り
、
安
心
し
て

気
持
ち
を
語
り
合
え
る
お
し
ゃ
べ
り
の

場
で
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま

す
。ど
う
ぞ
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
7
月
8
日
（
金
）
午
後
7
時

～
9
時

※�

都
合
の
つ
く
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※�

8
月
は
開
催
し
ま
せ
ん
。
次
回
は
9

月
9
日
（
金
）
午
後
7
時
～
9
時
に

開
催
し
ま
す
。

▼
会
場
＝
天
朝
山
文
化
交
流
の
家

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
（
茶
菓
代
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民

ネ
ッ
ト
あ
が
の　

蛭え
び

子す

☎
62
‐
０
６
４
９

大
日
原
演
習
場

訓
練
予
定

▼
射
撃
訓
練
＝
7
月
13
日
（
水
）
～
26

日
（
火
）
午
前
8
時
～
午
後
5
時

▼
航
空
機
訓
練
＝
7
月
4
日
（
月
）
～

7
日
（
木
）、11
日
（
月
）
～
14
日
（
木
）

午
前
7
時
～
午
後
7
時

▼
爆
破
訓
練
＝
7
月
27
日
（
水
）
～
29

日
（
金
）
午
前
8
時
～
午
後
5
時

○�

演
習
場
内
へ
の
立
ち
入
り
は
、
許
可

が
必
要
で
す
。

○��

演
習
場
内
で
熊
が
目
撃
さ
れ
て
い
ま

す
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○��

11
月
30
日
ま
で
の
予
定
で
廠

し
ょ
う
し
ゃ
舎
の
新

設
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

新
発
田
駐
屯
地

☎
０
２
５
４
‐
22
‐

３
１
５
１　

募 

　
集 

自
治
会
や
グ
ル
ー
プ
で

ラ
ジ
オ
体
操
を

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
で
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
に
取
り
組
む

団
体
を
応
援
し
ま
す
。

　

公
園
や
広
場
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
実
施

ま
た
は
実
施
予
定
の
団
体
に
、
ラ
ジ
オ

体
操
が
録
音
さ
れ
た
Ｃ
Ｄ
の
贈
呈
や
Ｃ

Ｄ
ラ
ジ
オ
（
先
着
10
台
）
の
貸
与
を
行

い
ま
す
。

　

自
治
会
の
皆
さ
ん
や
友
達
を
集
め

て
、
健
康
増
進
に
向
け
、
ラ
ジ
オ
体
操

を
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
協

働
推
進
課
（
内
線
２
２
８
０
）

水
原
ま
つ
り
「
民
踊
流
し
」

「
地じ

方か

た

」
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

水
原
ま
つ
り
の
民
踊
流
し
で
は
、「
地

方
」
と
呼
ば
れ
る
太
鼓
・
樽た

る

・
笛
・
歌

い
手
に
よ
っ
て
水
原
甚
句
が
演
奏
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
「
地
方
」

と
な
り
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
み
ま

せ
ん
か
。
民
踊
部
会
の
ス
タ
ッ
フ
が
親

切
・
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
8
月
24
日
（
水
）
午
後
7
時

20
分
～
8
時
30
分

※�

練
習
日
程
・
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、
申

し
込
み
時
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ま

つ
り
実
行
委
員
会 

民
踊
部　

皆
川　

☎
62
‐
２
８
４
１

水
原
ま
つ
り
「
民
踊
流
し
」

参
加
団
体
大
募
集

～
行
く
夏
を
お
し
み
、
み
ん
な
で

              

お
ど
り
ま
し
ょ
う
！
～

　

踊
り
は
「
水
原
甚
句
」
で
、
服
装
は

自
由
で
す
。
職
場
・
グ
ル
ー
プ
で
参
加

し
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
8
月
24
日
（
水
）
午
後
7
時

20
分
～
8
時
30
分

▼
場
所
＝
水
原
本
町
商
店
街
（
お
ん
こ

茶
屋
前
～
水
原
代
官
所
前
）

▼
申
込
期
限
＝
7
月
15
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ま

つ
り
実
行
委
員
会 

民
踊
部
事
務
局
（
商

工
観
光
課
内
・
内
線
２
３
４
５
）

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

6 月 02 日入札
建設工事等発注状況

工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

上高関 50 号舗装復旧工事 
㈱加賀田組下越
営業所

3,229,200 円 061.3% 指名競争 60 日間 8

福永マンホールポンプ設備№ 2ポン
プ交換　

㈱都市環境 1,879,200 円 090.6% 指名競争 100 日間 5

仮眠室用寝具賃貸借 
小山㈱新潟営業
所

47,250 円／月 100.0% 指名競争 5年間 2

笹岡小学校消毒保管機購入 
㈱中西製作所新
潟営業所

1,281,960 円 095.0% 指名競争 H28.08.05 3

野地城中潟線物件補償再算定業務委
託 

㈱岩測設計 529,200 円 096.1% 指名競争 60 日間 3

笹神支所空調熱源設備保守点検業務
委託

菱機工業㈱新潟
支店

1,101,600 円 094.4% 指名競争 H29.03.31 5

安田支所冷暖房機点検業務委託 安田設備工業㈱ 1,058,400 円 098.0% 指名競争 H29.03.31 5

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」（平成 13 年 4月 1日施行）に基づき公表するものです。

阿賀野市職員を募集します

■採用予定日＝平成 29 年 4月 1日　　■試験区分＝初級

■試験日・会場＝�第 1 次試験…平成 28 年 9月 18 日 ( 日 )・新潟大学五十嵐キャンパス工学部棟

　　　　　　　　第 2次試験…11 月上旬～下旬・阿賀野市役所（予定）

○阿賀野市役所

職種 一般行政 一般行政（障がい）

採用予定人員 若干人 1人程度

受験資格

・�平成 7 年 4 月 2 日から平

成 11 年 4月 1日までに生

まれた人

・�身体障害者手帳の交付を受けている人

・�昭和 52 年 4月 2日から平成 11 年 4月 1日までに生まれた人

・�自力通勤ができ、介助者なしに職務の遂行が可能な人

・�活字印刷文による出題や口述による面接に対応できる人

申込方法

①�受験申込書に所要事項を記入・押印し、写真（上半身正面、無帽、縦 4㎝×横 3㎝）1枚を貼り、

他に 2枚（裏面に氏名を記載）を添付して市役所 2階総務課に直接持参するか、郵送で提出

してください ｡

　※�郵送する場合には、封筒に「職員採用試験申込書在中」と朱書し、書留等確実な方法をとっ

てください。

②�試験案内と受験申込書は市役所総務課にあるほか、市ホームページからもダウンロードでき

ます。

③�郵送により受験申込書を請求する場合は、住所・氏名・受験申込書を請求する旨を記載し、

返信用の角形 2号封筒（140 円切手を貼ったもの）を同封してください ｡

申込書の請求先 阿賀野市役所 総務課 人事係（〒 959-2092 阿賀野市岡山町 10‐15）

受付期限 7 月 29 日（金）※必着。期限後の受け付けはできません。

受付時間 午前 8時 30 分～午後 5時 15 分（土曜・日曜・祝日を除く）

提出先・問い合わせ 市役所 総務課 人事係（内線 2251）

○阿賀野市消防本部

職種 消防

採用予定人員 1 人程度

受験資格 平成 4年 4月 2日から平成 11 年 4月 1日までに生まれた人

申込方法

①�受験申込書に所要事項を記入・押印し、写真（上半身正面、無帽、縦 4㎝×横 3㎝）1枚を貼り、

他に 2枚（裏面に氏名を記載）を添付して消防本部に直接持参してください。

　※受付時に体力測定を実施します。運動のできる服装と運動靴を持参してください。

②�試験案内と受験申込書は、消防本部総務課や市役所総務課にあるほか、市ホームページから

もダウンロードできます。

③�郵送により受験申込書を請求する場合は、住所・氏名・受験申込書を請求する旨を記載し、

返信用の角形 2号封筒（140 円切手を貼ったもの）を同封してください ｡

申込書の請求先
阿賀野市消防本部 総務課（〒 959-2003 阿賀野市安野町 14‐4）または阿賀野市役所 総務課 

人事係（〒 959-2092 阿賀野市岡山町 10‐15）

受付期限 7 月 31 日（日）※必着。期限後の受け付けはできません。

受付時間 午前 8時 30 分～午後 5時 15 分（毎日）

提出先・問い合わせ 消防本部 総務課

■その他＝受験資格など詳しくは、試験案内をご覧ください。

平
成
28
年
度

自
衛
官
募
集

◎
航
空
学
生
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
養
成
）

▼
資
格
＝
高
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込
者

を
含
む
）
で
21
歳
未
満
の
人

▼
試
験
日
＝
9
月
22
日
（
木
・
祝
）

◎
一
般
曹
候
補
生

▼
資
格
＝
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

（
平
成
29
年
4
月
1
日
現
在
）

▼
試
験
日
＝
9
月
16
日
（
金
）、
17
日

（
土
）

◎
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

▼
資
格
＝
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

人
（
採
用
予
定
月
の
1
日
現
在
）

▼
試
験
日
＝
9
月
25
日
（
日
）
ま
た
は

26
日
（
月
）
の
い
ず
れ
か
1
日

◎
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

▼
資
格
＝
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

（
採
用
予
定
月
の
1
日
現
在
）

▼
試
験
日
＝
9
月
24
日
（
土
）

◎
共
通
事
項

▼
受
付
期
限
＝
9
月
8
日
（
木
）

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
自
衛
隊 

新
発
田

地
域
事
務
所　

☎
０
２
５
４
‐
26
‐

５
６
１
９
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下
水
道
審
議
会
委
員
を

公
募
し
ま
す

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
下
水
道

事
業
の
適
正
で
円
滑
な
運
営
に
役
立
て

る
た
め
、
下
水
道
審
議
会
の
委
員
を
公

募
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
20
歳
以
上
の
市
民
で
、

会
議
に
出
席
可
能
な
人

▼
募
集
人
数
＝
8
人
以
内
（
た
だ
し
、

女
性
を
3
人
以
上
と
し
ま
す
）

▼
任
期
＝
2
年
▼
報
酬
＝
4
千
円
／
回

▼
応
募
期
間
＝
7
月
4
日
（
月
）
～
19

日
（
火
）

▼
申
込
方
法
＝
電
話
、
ま
た
は
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
職
業
を
記

入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水

道
局 

下
水
道
管
理
係　

☎
62
‐
２
８
３
３　

Ⓕ
62
‐
２
４
８
９

g
esu
id
o
@
city.ag

an
o
.n
iig
ata.jp

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

認
定
試
験
・
認
定
試
験

受
験
講
習
を
実
施
し
ま
す

◎
認
定
試
験

▼
試
験
日
＝
11
月
20
日
（
日
）（
各
地

区
共
通
）

▼
試
験
会
場

・�

下
越
地
区
…
Ｎ
Ｏ
Ｃ
プ
ラ
ザ
（
新
潟

市
東
区
卸
新
町
2
‐
８
５
３
‐
3
）

・�

中
越
地
区
…
長
岡
市
中
央
公
民
館（
長

岡
市
幸
町
2
‐
1
‐
1
）

・�

上
越
地
区
…
上
越
人
材
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

研
修
棟
（
上
越
市
高
土
町
3
‐
1
‐
15
）

▼
受
験
資
格
＝
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人（
詳
し
く
は
受
験
案
内
を
参
照
）

①�

土
木
・
建
築
関
係
等
の
専
門
課
程
を

卒
業
し
た
人

②�

高
校
卒
業
以
上
で
実
務
経
験
を
1
年

以
上
有
す
る
人

③
実
務
経
験
を
2
年
以
上
有
す
る
人

▼
受
験
手
数
料
＝
3
千
円
（
税
込
み
）

▼
そ
の
他
＝
今
年
度
か
ら
認
定
試
験
に

使
用
す
る
問
題
は
、
公
益
社
団
法
人
日

本
下
水
道
協
会
作
成
の
共
通
試
験
問
題

を
採
用
し
ま
す
。

◎
認
定
試
験
受
験
講
習

▼
講
習
日

・�

下
越
地
区
…
9
月
28
日
（
水
）

・�

中
越
地
区
…
9
月
29
日
（
木
）

・�

上
越
地
区
…
9
月
30
日
（
金
）

▼
講
習
会
場

・�

下
越
地
区
…
新
潟
県
建
設
会
館
（
新

潟
市
中
央
区
新
光
町
7
‐
5
）

・�

中
越
地
区
…
ハ
イ
ブ
長
岡
（
長
岡
市

千
秋
3
‐
３
１
５
‐
11
）

・�

上
越
地
区
…
上
越
商
工
会
館
（
上
越

市
新
光
町
1
‐
10
‐
20
）

▼
受
講
手
数
料
＝
5
千
円
（
税
込
み
。

テ
キ
ス
ト
代
別
）

▼
テ
キ
ス
ト
代

・�

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
講
習
用

テ
キ
ス
ト
…
2
千
円

・�

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
標

準
問
題
集
…
１
５
０
０
円

◎
共
通
事
項

▼
申
込
期
間
＝
7
月
4
日
（
月
）
～
22

日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水

道
局 

下
水
道
維
持
係　

☎
62
‐
２
８
３
３

あ
が
の
わ
く
わ
く
産
業
フ
ェ
ア 

出
展
者
・
コ
ン
テ
ス
ト

応
募
者
募
集

　

11
月
6
日
（
日
）
に
「
あ
が
の
わ
く

わ
く
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
６
in
サ
ン
ト

ピ
ア
ワ
ー
ル
ド
」
の
開
催
が
決
定
し
ま

し
た
の
で
、
次
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

◎
産
業
フ
ェ
ア
出
展
者
募
集

▼
出
展
資
格
＝
市
内
で
事
業
（
農
業
・

商
業
・
工
業
）
を
営
む
個
人
・
法
人
の

事
業
所
や
業
界
団
体
、
組
合
、
地
域
振

興
文
化
団
体
、
そ
の
他
阿
賀
野
市
に
関

連
す
る
活
動
を
行
う
実
行
委
員
会
が
認

め
る
者

▼
出
展
内
容

・�

製
品
・
商
品
・
特
産
品
の
展
示
・
販
売
、

そ
れ
ら
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
企

業
イ
メ
ー
ジ
の
Ｐ
Ｒ

・�

文
化
・
芸
能
・
地
域
振
興
等
の
団
体

の
皆
さ
ん
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
と
地
域

づ
く
り
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

▼
出
展
料
＝
各
ゾ
ー
ン
に
よ
り
出
展
料

が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
出
展
要

領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
出
展
要
領
は
、

各
申
し
込
み
先
に
あ
る
ほ
か
、
阿
賀
野

ド
リ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w
w
w
.a
g
a
n
o
-d
p
.c
o
m
/

）

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
込
方
法
＝
出
展
要
領
に
あ
る
「
出

展
申
込
書
」
を
記
入
の
上
、
出
展
料
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
＝
8
月
19
日
（
金
）
午
後

3
時

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
農
業
関
係
者

・�

北
蒲
み
な
み
農
業
協
同
組
合 

本
店 

企
画
審
査
課　

☎
62
‐
１
０
０
０

・�

さ
さ
か
み
農
業
協
同
組
合 

本
所

　

☎
62
‐
２
４
１
０

・�

市
役
所 

農
林
課 

農
林
振
興
係
（
内

線
２
６
７
１
）

○
商
工
業
関
係
者

・�

安
田
商
工
会　

☎
68
‐
２
２
０
８

・�

京
ヶ
瀬
商
工
会　

☎
67
‐
２
７
４
３

・�

水
原
商
工
会　

☎
62
‐
２
０
４
７

・�

笹
神
商
工
会　

☎
62
‐
４
５
６
３

・�

市
役
所 

商
工
観
光
課 

商
工
振
興
係

（
内
線
２
３
５
２
）

◎�

あ
が
の
わ
く
わ
く
ド
リ
ー
ム
コ
ン
テ

ス
ト
２
０
１
６
応
募
者
募
集

　

阿
賀
野
に
あ
っ
た
ら
ス
テ
キ
！ 

こ
ん

な
モ
ノ
、
こ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
の
ア
イ
デ
ア

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
！　

応
募
が
あ
っ

た
ア
イ
デ
ア
の
中
か
ら
優
秀
な
作
品
を

産
業
フ
ェ
ア
で
公
開
し
、
そ
の
中
か
ら

優
秀
な
ア
イ
デ
ア
を
12
月
開
催
予
定
の

「
あ
が
の
わ
く
わ
く
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
６

出
展
者
交
流
会
」
で
表
彰
し
ま
す
。

　

市
内
の
企
業
が
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア

に
興
味
を
持
て
ば
、
商
品
化
も
夢
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
阿
賀
野
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
い
、
未
来
あ
る
「
夢
と
希
望
」

に
満
ち
溢
れ
る
阿
賀
野
に
す
る
た
め
、

皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
阿
賀
野
市
が
好
き
な
人

▼
募
集
部
門
＝
①
小
学
生
、②
中
学
生
・

高
校
生
、
③
一
般
（
専
門
学
校
生
・
大

学
生
等
を
含
む
）
の
3
部
門

▼
表
彰
・
賞
品

　

表
彰
は
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

①�

阿
賀
野
ベ
ス
ト
ド
リ
ー
ム
賞
…
1
～

5
点

②�

阿
賀
野
ベ
ス
ト
ア
イ
デ
ア
賞
…
1
～

5
点

③�

阿
賀
野
ド
リ
ー
ム
賞
…
1
～
10
点

④�

審
査
委
員
特
別
賞
…
1
点

　

賞
品
は
、
総
額
30
万
円
相
当
（
市
内

の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
の
特
産
品
・

農
産
品
）。
最
高
で
10
万
円
相
当
の
賞

品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
応
募
用
紙
に
提
案
者
名

（
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
グ
ル
ー
プ
名
と

代
表
者
名
）・
住
所
・
電
話
番
号
・
提

案
名
（
ア
イ
デ
ア
名
）・
提
案
内
容
（
表

現
・
記
載
方
法
は
自
由
）
を
記
入
の
上
、

郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
案
内

容
は
新
し
い
ア
イ
デ
ア
に
限
り
、
提
出

さ
れ
た
提
案
書
等
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　

募
集
要
領
や
応
募
用
紙
は
、
市
内
の

商
工
会
、
市
役
所
・
支
所
、
図
書
館
・
体

育
館
・
公
民
館
に
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、

阿
賀
野
ド
リ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http

://w
w
w
.ag
ano
-d
p
.co
m
/

）

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
応
募
期
限
＝
9
月
30
日
（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
産
業

振
興
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
事
務
局
（
水

原
商
工
会
内
）　

☎
62
‐
２
０
４
７

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

募 

　
集 

塾
の
コ
ン
ビ
ニ
！

英
語
塾
を
始
め
ま
す

　

市
で
は
、市
民
の
国
際
理
解
を
深
め
、

英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
育
む
契
機
と
し
て
英
語
塾
を
始
め

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
英
語
に
挑
戦
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
開
校
期
間
＝
8
月
～
平
成
29
年
3
月

■受講日時

受講時間 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜

午後4時30分

～ 5時 20 分

①小学生

（3・4年生）

③一般

（上級コース）

①小学生

（1・2年生）

①小学生

（3・4年生）

①小学生

（1・2年生）

午後5時30分

～ 6時 20 分

②中学生

（1年生）

①小学生

（5・6年生）

②中学生

（2年生）

②中学生

（3年生）

③一般

（初級コース）

午後6時30分

～ 7時 20 分

②中学生

（3年生）

②中学生

（2年生）

①小学生

（5・6年生）

③一般

（中級コース）

②中学生

（1年生）

※�受講回数は週 1 回。申し込み時に第 2 希望までお伝えください。

▼
会
場
＝
水
原
公
民
館
3
階「
学
習
室
」

▼
対
象
者

①�

英
語
塾
に
通
っ
て
い
な
い
市
内
の
小

学
生

②�

英
語
塾
に
通
っ
て
い
な
い
市
内
の
中

学
生

③
一
般
市
民
（
高
校
生
以
上
の
人
）

▼
講
師
＝
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ク
レ
ー
マ
ー

氏
〔
米
国
ミ
シ
ガ
ン
州
出
身
。
平
成
26

年
度
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
と
し
て
市
内
小
中
学
校
で
英
語
を

指
導
〕

▼
内
容
＝
英
語
に
よ
る
日
常
会
話
、

ゲ
ー
ム
・
歌
な
ど
（
学
校
の
授
業
の
延

長
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
定
員
＝
各
ク
ラ
ス
10
～
20
人

▼
受
講
料
＝
無
料

▼
申
込
方
法
＝
電
話
、
ま
た
は
各
学
校

を
通
じ
て
小
中
学
生
に
配
布
し
た
チ
ラ

シ
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

郵
送
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
＝
7
月
15
日
（
金
）

▼
そ
の
他

・
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

・�

7
月
下
旬
に
応
募
者
へ
受
講
の
可
否

を
通
知
し
ま
す
。

・�

中
学
生
以
下
は
、
保
護
者
の
責
任
で

送
迎
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
長
政

策
課 

企
画
経
営
係
（
内
線
２
２
１
２
）

Ⓕ
62
‐
０
２
８
１

〒
９
５
９
‐
２
０
９
２
（
住
所
不
要
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
フ
ァ
イ

ア
ー
マ
ン
を
開
催
し
ま
す

　

今
年
も
市
内
小
学
生
を
対
象
と
し
た

1
日
消
防
士
体
験
を
開
催
し
ま
す
。
防

災
・
防
火
教
育
の
機
会
に
、
夏
休
み
の

思
い
出
に
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
？　

当
日
は
、
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

が
飛
来
す
る
か
も
…
。

▼
日
時
＝
7
月
31
日
（
日
）
午
前
9
時

～
正
午

▼
会
場
＝
消
防
本
部

▼
内
容
＝
１
１
９
番
通
報
体
験
、
放
水

体
験
、
救
助
訓
練
体
験
な
ど

▼
定
員
＝
30
人
程
度

▼
参
加
費
＝
５
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

▼
申
込
方
法
＝
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
消
防
本
部
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
消
防
本
部
、

か
が
や
き
分
署
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

▼
申
込
期
限
＝
7
月
15
日
（
金
）

▼
そ
の
他
＝
保
護
者
等
の
同
伴
が
必
要

で
す
（
1
人
の
引
率
者
で
複
数
人
の
参

加
も
可
）。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本

部

公
営
（
市
営
）
住
宅

入
居
者
募
集

▼
入
居
募
集
住
宅
＝
市
営
源
四
郎
団
地

（
保
田
３
８
９
１
・
安
田
幼
稚
園
隣
り
）

・�

平
成
8
年
建
設
、
準
耐
火
構
造
2
階

建
て

・�

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
：
な
し

・�

間
取
り
：
2
Ｄ
Ｋ
…
Ａ
棟
61
・
4
㎡
、

Ｂ
棟
51
・
1
㎡

・�

専
用
駐
車
場
あ
り
（
1
世
帯
1
台
ま

で
）

▼
募
集
戸
数
＝
2
戸
（
Ａ
棟
1
階
×
1

戸
、
Ｂ
棟
2
階
×
1
戸
）

▼
入
居
資
格
＝
①
～
⑤
の
全
て
に
該
当

す
る
人

①�

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
人

※�

居
住
可
能
な
住
宅
を
所
有
し
て
い
る

場
合
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
所
有
し
て
い
る
住
宅
が
居
住
で

き
な
い
ほ
ど
著
し
く
老
朽
化
し
、
費

用
不
足
の
た
め
建
て
替
え
等
が
困
難

で
あ
る
場
合
、
差
し
押
さ
え
や
正
当

な
事
由
等
に
よ
る
立
ち
退
き
の
要
求

等
で
、
そ
の
住
宅
に
居
住
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
入
居
で
き
ま
す
。

②�

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
（
婚
約
者
等
を
含
む
）

が
い
る
人

※�

単
身
で
の
入
居
不
可
（
た
だ
し
、
Ｂ

棟
の
み
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
単
身

入
居
可
）。
離
婚
未
成
立
の
母
子
世

帯
が
母
子
の
み
で
の
入
居
な
ど
も
で

き
ま
せ
ん
。

③�

市
営
住
宅
条
例
に
定
め
る
諸
控
除
後

の
収
入
月
額
が
15
万
８
０
０
０
円
以

下
の
世
帯

④�

本
人
ま
た
は
現
に
同
居
し
、
も
し
く

は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
暴
力

団
員
で
な
い
人

⑤�

租
税
公
課
（
税
金
な
ど
）
を
滞
納
し

て
い
な
い
人

▼
家
賃
＝
1
万
７
４
０
０
円
～

3
万
１
１
０
０
円
／
月

※�

入
居
者
の
所
得
に
応
じ
て
算
定
（
低

所
得
者
減
免
制
度
あ
り
）

▼
駐
車
場
使
用
料
＝
千
円
／
月

▼
入
居
予
定
日
＝
8
月
上
旬
以
降

▼
選
考
方
法
＝
入
居
希
望
者
が
多
数
の

場
合
は
、
世
帯
構
成
・
住
宅
困
窮
度
合

等
に
配
慮
し
、
抽
選
で
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
（
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

▼
申
込
方
法
＝
所
定
の
申
込
書
に
添
付

書
類
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
社
会
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
期
限
＝
7
月
15
日
（
金
）

▼
そ
の
他

①�

既
存
以
外
の
室
内
設
備
の
設
置
に
つ

い
て
は
、入
居
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

②�

市
に
お
い
て
、
引
っ
越
し
に
要
す
る

い
か
な
る
経
費
の
負
担
や
手
続
き
等

は
行
い
ま
せ
ん
。

③�

入
居
時
に
は
保
証
人
が
必
要
と
な
り

ま
す
（
市
営
住
宅
入
居
の
保
証
人
の

条
件
は
、
市
内
在
住
で
入
居
申
込
者

と
同
程
度
以
上
の
収
入
の
あ
る
人
1

人
）。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福

祉
課 

福
祉
企
画
係
（
内
線
２
１
４
５
）

ジェフリー・クレーマー氏
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新
潟
大
学
医
学
部

健
康
講
座
塾

　

市
で
は
、
今
年
度
、
新
潟
大
学
医
学

部
か
ら
講
師
を
招
き
、
市
民
の
健
康
増

進
や
病
気
の
悪
化
防
止
の
た
め
健
康
講

座
塾
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
整
形
外
科
シ
リ
ー
ズ
全
5

回
の
2
回
目
で
す
。
膝
に
関
す
る
講
義

の
ほ
か
、
簡
単
な
運
動
の
実
践
も
行
い

ま
す
。

▼
日
時
＝
7
月
26
日
（
火
）
午
後
2
時

～
3
時
30
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
市
民
病
院
2
階
「
講

堂
」

▼
内
容
＝
「
膝
の
健
康
管
理
」

▼
講
師

・�

講
義
…
遠
藤
直
人
氏
（
新
潟
大
学
医

学
部
教
授
）

・�

実
践
…
あ
が
の
市
民
病
院
理
学
療
法

士▼定
員
＝
先
着
70
人
程
度

　
　
　

�

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
参

加
1
回
に
つ
き
50
ポ
イ
ン
ト
。

あ
が
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
人
は
、参
加
の
際
、

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
あ
ら
か
じ
め
講
師
に
聞
い

て
み
た
い
質
問
が
あ
れ
ば
、
申
し
込
み

時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
医

療
推
進
課 

地
域
医
療
推
進
係
（
内
線

２
２
６
２
）

発
達
障
が
い
当
事
者
の
家
族
を
対
象

家
族
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

発
達
障
が
い
当
事
者
と
そ
の
家
族

が
、
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
家
族
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
日
・
内
容

①
7
月
23
日
（
土
）
／
発
達
障
が
い
と

　

は
②�

8
月
27
日
（
土
）
／
地
域
の
支
援
～

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
～

③�

9
月
24
日
（
土
）
／
発
達
障
が
い
の

特
性
～
心
理
検
査
を
通
し
て
～

④�

10
月
22
日
（
土
）
／
発
達
障
が
い
の

特
性
～
擬
似
体
験
を
通
し
て
～

⑤�

11
月
26
日
（
土
）
／
家
族
自
身
が
元

気
を
保
つ
た
め
に

⑥�

12
月
17
日
（
土
）
／
茶
話
会

▼
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
～
昼
12
時
30

分
（
午
前
9
時
15
分
～
受
付
）

▼
会
場
＝
水
原
公
民
館
2
階
「
大
会
議

室
」

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
発
達
障
が
い

当
事
者
の
家
族
で
、
全
6
回
参
加
可
能

な
人

▼
申
込
期
限
＝
7
月
8
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
障
が

い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
61
‐
２
４
８
８

風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の

一
部
助
成
を
し
ま
す

　

妊
婦
の
感
染
防
止
や
先
天
性
風
し
ん

症
候
群
の
発
生
防
止
の
た
め
、
風
し
ん

予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
実
施
し

ま
す
。

▼
実
施
期
限
＝
平
成
29
年
3
月
31
日

※�

平
成
28
年
4
月
1
日
以
降
に
接
種
済

み
の
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
助
成
対
象
者
＝
接
種
日
に
お
い
て
市

内
に
住
所
を
有
し
、
抗
体
検
査
を
受
検

し
て
抗
体
価
が
低
い
、ま
た
は
陰
性（
Ｈ

Ｉ
法
16
倍
以
下
、
Ｅ
Ｉ
Ａ
法
8
・
0
未

満
）
と
判
定
さ
れ
た
、
次
の
①
か
ら
④

に
該
当
す
る
人

①�

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

②�

①
の
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
け
出
を
し

て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と

同
様
の
事
情
に
あ
る
人
を
含
む
）
等

の
同
居
の
人
（
生
活
空
間
を
同
一
に

す
る
頻
度
が
高
い
人
）

③�

風
し
ん
抗
体
価
が
低
い
、
ま
た
は
陰

性
で
あ
る
妊
婦
の
配
偶
者
等
の
同
居

し
て
い
る
人

④�

県
の
抗
体
検
査
で
陰
性
と
な
っ
た
人

※�

風
し
ん
予
防
接
種
の
接
種
歴
や
風
し

ん
罹り

患か
ん

歴
の
あ
る
人
を
除
く
。

▼
助
成
金
額

・�

風
し
ん
単
抗
原
ワ
ク
チ
ン
…
4
千
円

・�

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
…

6
千
円

※�

自
己
負
担
額
は
接
種
費
用
か
ら
助
成

金
額
を
差
し
引
い
た
金
額
で
す
。
接

種
費
用
は
医
療
機
関
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

▼
申
請
場
所
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
請
方
法

○
こ
れ
か
ら
接
種
を
希
望
さ
れ
る
人

　

風
し
ん
抗
体
検
査
結
果
が
分
か
る
も

の
を
持
参
の
上
、
事
前
に
水
原
保
健
セ

ン
タ
ー
で
助
成
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

※�

申
請
後
、必
要
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※�

妊
婦
の
家
族
等
の
場
合
、
母
子
健
康

手
帳
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

県
で
は
、
風
し
ん
抗
体
検
査
の
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
県
の

抗
体
検
査
を
助
成
し
て
い
る
医
療
機

関
で
、
抗
体
検
査
後
に
予
防
接
種
を

受
け
る
場
合
、事
前
申
請
は
不
要
で
す
。

○
既
に
接
種
済
み
の
人

　

風
し
ん
抗
体
検
査
結
果
の
分
か
る
も

の
や
接
種
証
明
書
、
領
収
書
、
振
込
先

口
座
の
分
か
る
も
の
を
持
参
の
上
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

母
子

係
（
内
線
２
６
３
８
）

私
立
児
童
ク
ラ
ブ

夏
期
入
会
の
ご
案
内

　

私
立
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
夏
休
み
期

間
中
に
夏
期
特
別
保
育
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
は
、
就
労
等
の
理
由
で
昼
間
、

保
護
者
が
い
な
い
家
庭
の
児
童
で
す
。

　

市
内
の
私
立
児
童
ク
ラ
ブ
の
う
ち
、

次
の
各
施
設
で
入
会
を
受
け
付
け
ま

す
。希
望
者
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・�

ひ
ま
わ
り
笑
楽
館
（
学
校
町
6
‐
5
）

…
☎
62
‐
２
２
４
５

・�

お
と
ぎ
の
く
に
児
童
ク
ラ
ブ
（
金
田

町
9
‐
81
）
…
☎
62
‐
６
３
６
３

・�

風
の
子
児
童
ク
ラ
ブ
（
寺
社
甲

２
０
０
９
）
…
☎
68
‐
５
９
１
０

・�

す
ぎ
の
子
ク
ラ
ブ
（
岡
山
町
１
１
３
９
）

…
☎
62
‐
１
５
５
１

▼
そ
の
他

・�

申
請
書
は
各
施
設
に
あ
り
ま
す
。

・�

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
希
望
す
る

施
設
に
入
会
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課 

児
童

福
祉
係
（
内
線
２
１
５
１
）

募 

　
集 

出
展
者
募
集

安
田
軽
ト
ラ
市
場

　

軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
や
軽
自
動
車

で
、
野
菜
・
果
物
等
の
農
産
物
や
加
工

品
、
工
芸
品
、
商
工
業
製
品
な
ど
を
販

売
す
る
「
軽
ト
ラ
市
場
」
の
出
展
者
を

募
集
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
7
月
31
日
（
日
）
午
前
8
時

30
分
～
11
時
30
分
※
小
雨
決
行

▼
会
場
＝
安
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
ウ
イ
ン
デ
ィ
「
正
面
玄
関
前
駐
車

場
」

▼
出
店
料
＝
千
円
／
台

▼
申
込
期
限
＝
7
月
13

日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
＝
安
田
商
工
会　

☎
68
‐
２
２
０
８

川
で
あ
そ
ぼ
う

あ
そ
び
虫

▼
日
時
＝
8
月
7
日
（
日
）
午
前
8
時

30
分
～
正
午

▼
会
場
＝
五
頭
連
峰
少
年
自
然
の
家

▼
対
象
者
＝
小
学
生

▼
定
員
＝
先
着
50
人

※�

小
学
3
年
生
以
下
の
人
は
保
護
者
同

伴
。
参
加
者
少
数
の
場
合
は
中
止
し

ま
す
。

▼
内
容
＝
沢
登
り
（
川
遊
び
）

▼
参
加
費
＝
２
０
０
円
（
当
日
徴
収
。

保
険
料
、
飲
み
物
代
な
ど
）

▼
申
込
方
法
＝
印
鑑
持
参
の
上
、
安
田

体
育
館
、
水
原
総
合
体
育
館
、
笹
神
体

育
館
、
京
ヶ
瀬
支
所
1
階
市
民
ス
ポ
ー

ツ
係
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
＝
7
月
19
日
（
火
）

※�

平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時
受
付

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
時
に
「
参
加
の

し
お
り
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
主
催
＝
阿
賀
野
市
、
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
協
議
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
安
田
公
民
館

市
民
の
掲
示
板

選
手
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー

▼
日
時
＝
7
月
10
日
（
日
）、24
日
（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

▼
会
場
＝
京
ヶ
瀬
小
学
校
「
体
育
館
」

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
運
動
靴
、
手
袋
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
運
動
の

で
き
る
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
確
認
の
上
、
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
主
催
＝
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
日
本
・
新
潟
・
阿
賀
野

▼
問
い
合
わ
せ
＝
コ
ス
モ
ス
活
動
所　

山
崎　

☎
63
‐
２
０
５
０

憲
法
9
条
を
守
る
阿
賀
野
の
会

結
成
11
周
年
記
念
集
会

▼
日
時
＝
7
月
31
日
（
日
）
午
後
1
時

30
分
～
4
時
（
午
後
1
時
開
場
）

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

「
研
修
室
」

▼
内
容

①
講
演

・�

講
師
…
上
地
源
光
氏
（
沖
縄
県
出
身
・

前
沖
縄
県
人
会
新
潟
県
会
長
）

・�

演
題
…
「
沖
縄
・
奪
わ
れ
た
土
地
」

②
み
ん
な
で
歌
お
う

▼
問
い
合
わ
せ
＝
憲
法
9
条
を
守
る
阿

賀
野
の
会　

稲
垣　

☎
62
‐
５
２
０
３

ス
ポ
ー
ツ

Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
で
カ
ヌ
ー

　

初
心
者
向
け
の
カ
ヌ
ー
体
験
教
室
で

す
。
親
子
で
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
日
時
＝
7
月
29
日
（
金
）、
8
月
5

日
（
金
）
午
後
7
時
～
8
時
30
分

※�

1
回
コ
ー
ス
で
す
。2
日
間
の
う
ち
、

い
ず
れ
か
都
合
の
よ
い
日
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
会
場
＝
安
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

「
プ
ー
ル
」

▼
対
象
者
＝
小
学
3
年
生
以
上
の
人

▼
定
員
＝
各
回
と
も
先
着
8
人

▼
参
加
費
＝
高
校
生
以
上
５
０
０
円
、

小
中
学
生
３
０
０
円
（
入
館
料
込
み
）

▼
申
込
期
限
＝
7
月
15
日
（
金
）
午
後

5
時

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
安
田
公

民
館

健
康
・
子
育
て

難
病
医
療
講
演
会

　

潰
瘍
性
大
腸
炎
の
患
者
や
そ
の
家
族

を
対
象
に
、
疾
患
や
最
新
の
治
療
、
療

養
生
活
に
つ
い
て
、
専
門
医
に
よ
る
講

演
会
と
患
者
・
家
族
交
流
会
を
開
催
し

ま
す
。
講
演
会
は
一
般
の
人
も
参
加
で

き
ま
す
。

▼
日
時
＝
7
月
24
日
（
日
）

・�

講
演
会
…
午
後
1
時
30
分
～
3
時（
午

後
1
時
～
受
付
）

・�

患
者
・
家
族
交
流
会
…
午
後
3
時
15

分
～
4
時

▼
会
場
＝
新
発
田
市
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
あ
お
り
館
1
階
「
屋
内
広
場
」（
新

発
田
市
中
央
町
3
‐
13
‐
3
）

▼
講
師
＝
本
間
照
氏
（
済
生
会
新
潟
第

二
病
院
副
院
長
）

▼
内
容
＝
潰
瘍
性
大
腸
炎
に
つ
い
て

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
方
法
＝
電
話
、
ま
た
は
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
市
町
村
名
・
交
流

会
参
加
の
有
無
（
患
者
・
家
族
の
み
）

を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
期
限
＝
7
月
15
日
（
金
）	

▼
主
催
＝
新
発
田
保
健
所
、
新
潟
県
難

病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

新
潟
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
‐
２
６
７
‐
２
１
７
０

Ⓕ
０
２
５
‐
２
６
７
‐
２
２
１
０

n
iig
ata-n

an
sen
@
n
ifty.co

m

難
病
患
者
・
家
族
の
つ

ど
い
を
開
催
し
ま
す

　

脊
髄
小
脳
変
性
症
・
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
・
進
行
性
核
上
性
麻
痺ひ

・
大
脳
皮
質

基
底
核
変
性
症
・
多
系
統
萎
縮
症
の
患

者
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
交
流
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
7
月
20
日
（
水
）
午
前
10
時

30
分
～
午
後
2
時
30
分

▼
会
場
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
瓢

湖
憩
の
家

▼
参
加
費
＝
７
０
０
円
／
人
（
昼
食
代

６
０
０
円
、
保
険
料
等
１
０
０
円
。
当

日
徴
収
）

※�

昼
食
持
参
の
場
合
は
１
０
０
円

▼
持
ち
物
＝
内
服
薬
（
必
要
な
人
）

▼
申
込
期
限
＝
7
月
13
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田

保
健
所　

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
１
３
３

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ローンサンデー相談会 のご案内

開催
日時

開催
店舗

7 月 24 日（日）午前 9 時～午後 3 時

本店（阿賀野市土橋 297 番地）
　　　　　 ☎ 62-1000

ＪＡ北蒲みなみ

　　　　 「ＪＡとの取り引きはこれから」というお客様も、
　　　　 気軽にお問い合わせ・ご相談ください。

♥
朝
ご
は
ん
！  

あ
な
た
の
体
の
目
覚
ま
し
時
計

♥
よ
く
か
ん
で　

み
ん
な
で
食
べ
る
と
お
い
し
い
ね

食
育
メ
ッ
セ
ー
ジ

（広 告）

遠藤 直人 氏
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健
康
・
子
育
て

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

　

子
育
て
を
頑
張
っ
て
い
る
マ
マ
さ

ん
、
パ
パ
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
7
月
11
日
（
月
）、25
日
（
月
）

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
（
岡
山
町
13
‐
23
・
旧

水
原
郷
病
院
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）

▼
内
容

○�

7
月
11
日
（
月
）
※
共
通
メ
ニ
ュ
ー

「
自
由
遊
び
の
日
」

　

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
図
書

館
職
員
と
一
緒
に
、
こ
の
季
節
に
ぴ
っ

た
り
の
絵
本
や
わ
ら
べ
歌
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

○�

7
月
25
日
（
月
）
※
月
別
メ
ニ
ュ
ー

「
夏
祭
り
」

　

大
人
気
の
夏
祭
り
。
ど
ん
な
お
店
が

あ
る
の
か
な
？　

「
ワ
ッ
シ
ョ
イ 

ワ
ッ

シ
ョ
イ
」
と
元
気
よ
く
仁に

和わ

加か

を
引
っ

張
り
ま
し
ょ
う
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

も
あ
る
よ
。

▼
対
象
者
＝
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
マ
イ
カ
ッ
プ
（
保
護
者

用
）、
保
育
に
必
要
な
も
の
（
お
む
つ

な
ど
）

※�

子
ど
も
の
飲
み
物
が
必
要
な
人
は
各

自
用
意
く
だ
さ
い
（
お
や
つ
は
遠
慮

く
だ
さ
い
）。

▼
主
催
＝
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

“
い
ち
ご
み
る
く
”

▼
問
い
合
わ
せ
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ　

☎
62
‐
５
５
８
１

熱
中
症
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

熱
中
症
は
、
梅
雨
明
け
後
の
暑
さ
に

慣
れ
て
い
な
い
時
期
か
ら
増
え
始
め
、

7
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
ピ
ー
ク
を
迎

え
ま
す
。
特
に
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
熱

中
症
が
重
症
化
し
や
す
い
た
め
、
注
意

が
必
要
で
す
。

◎
乳
幼
児
に
つ
い
て

　

身
長
が
低
く
地
面
に
近
い
位
置
に
い

る
子
ど
も
は
、
大
人
以
上
に
高
温
の
環

境
下
に
あ
り
ま
す
。
体
温
調
節
機
能
が

未
熟
な
た
め
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
も
高

ま
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
様
子
を
よ
く
観
察
し
、
顔

が
赤
く
、
た
く
さ
ん
汗
を
か
い
て
い
る

と
き
は
、
涼
し
い
場
所
で
水
分
を
補
給

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◎
高
齢
者
に
つ
い
て

　

年
を
取
る
と
暑
さ
を
感
じ
に
く
く
、

衣
服
で
の
調
節
や
水
分
補
給
も
遅
れ
が

ち
で
す
。
体
温
調
節
機
能
も
低
下
す
る

た
め
、
室
内
で
も
熱
中
症
の
危
険
が
あ

り
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
水
分
補
給
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
決
め
て
お
い
た
り
、
暑
さ
を
我
慢

せ
ず
ク
ー
ラ
ー
や
扇
風
機
を
使
用
し
た

り
し
ま
し
ょ
う
。

◎
最
新
情
報
は
こ
ち
ら

　

環
境
省
熱
中
症
予
防
情
報
サ
イ
ト

（「
環
境
省 

熱
中
症
」
で
検
索
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

成
人

係
（
内
線
２
６
２
１
）

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　

毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時

に
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
母
子
健
康
手

帳
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付
を
希
望

す
る
人
は
、
医
療
機
関
で
発
行
さ
れ
た

「
妊
娠
届
出
書
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
曜
以
外
に
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

を
希
望
す
る
場
合
は
、
交
付
日
時
を
調

整
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

母
子

係
（
内
線
２
６
３
１
）

7
月
の
お
は
な
し
会

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
歌
、

手
遊
び
を
行
い
ま
す
。

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

▼
日
時
＝
毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
～

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は

▼
日
時
＝
7
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
～
（
毎
月
第
2
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室　

☎
47
‐
８
０
６
８

日
程
・
相
談

図
書
施
設
休
館
（
室
）
日

◎�

市
立
図
書
館

▼
期
日
＝
7
月
4
日（
月
）、11
日（
月
）、

21
日
（
木
）、
25
日
（
月
）

◎�

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

▼
期
日
＝
7
月
1
日（
金
）、8
日（
金
）、

15
日
（
金
）、21
日
（
木
）、22
日
（
金
）、

29
日
（
金
）

夜
間
役
所
（
7
月
）

▼
期
日
＝
7
月
6
日
（
水
）、20
日
（
水
）

▼
時
間
＝
午
後
7
時
ま
で

▼
場
所
＝
市
役
所
1
階 

市
民
生
活
課

▼
内
容
＝
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
・

証
明
、通
知
カ
ー
ド
の
記
載
事
項
変
更
、

納
税
、
口
座
振
替
手
続
き
等
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）

は
交
付
の
み
で
す
。

医
師
に
よ
る

が
ん
無
料
電
話
相
談

▼
日
時
＝
月
曜
～
金
曜
、
午
前
10
時
～

午
後
5
時
（
予
約
制
）
※
診
察
は
し
ま

せ
ん
。
☎
03
‐
３
５
６
２
‐
８
０
１
５

　
　
　
　

―
㈶
日
本
対
が
ん
協
会
―

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（広 告）

い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も

自
殺
予
防

新
潟
い
の
ち
の
電
話

　

悩
み
や
相
談
に
24
時
間
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
電
話

・�

新
潟

　

☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐
４
３
４
３

・�

新
発
田

　

☎
０
２
５
４
‐
20
‐
４
３
４
３

・�

村
上

　

☎
０
２
５
４
‐
53
‐
４
３
４
３

※�

い
ず
れ
か
の
電
話
番
号

に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談

▼
期
日
＝
7
月
20
日
（
水
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
～
昼
12
時
30
分

▼
会
場
＝
水
原
総
合
体
育
館
1
階
「
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
」

※
相
談
は
予
約
制

▼
予
約
先
＝
新
発
田
年
金
事
務
所

☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２
８

▼
予
約
時
に
必
要
な
こ
と
＝
氏
名
、
住

所
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
希
望

の
相
談
開
始
時
間
お
よ
び
相
談
内
容
等

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

国
保

年
金
係
（
内
線
２
１
８
２
）

精
神
科
医
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

▼
対
象
者
＝
こ
こ
ろ
の
病
に
つ
い
て
相

談
し
た
い
人
（
家
族
も
含
む
）

▼
日
時
＝
7
月
19
日
（
火
）
午
後
1
時

30
分
～
4
時
（
1
人
30
分
程
度
）
※
予

約
制

▼
会
場
＝
新
発
田
地
域
振
興
局

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田

地
域
振
興
局 

地
域
保
健
課

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
１
３
３

保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
社
会
、
こ
こ
ろ
の

病
で
悩
む
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
悩
み
に
、
保
健
師
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
来
所
相
談
、
毎
週
水
曜
・
午

前
9
時
～
午
後
4
時
（
第
2
・
第
4
水

曜
以
外
は
要
予
約
）
※
相
談
日
以
外
で

も
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推

進
課　

☎
61
‐
２
４
７
４

山口ヨシイ	 85 歳	 6.2	 新　座

市村　　静	 59 歳	 6.3	 天神堂

小林　貞雄	 91 歳	 6.4	 緑　町

髙橋ヒロシ	 92 歳	 6.5	 下条町

本間　ミヨ	 91 歳	 6.6	 大　室

木村　ミイ	 91 歳	 6.7	 寺　社

髙橋　ムツ	 87 歳	 6.8	 堀　越

新保　久男	 87 歳	 6.8	 保　田

日下部喜一	 89 歳	 6.9	 保　田

熊倉　義 	 73 歳	 6.10	 岡山町

遠山　　節	 88 歳	 6.10	 上江端

渡邉フミエ	 90 歳	 6.12	 次郎丸

渡邊正八郎	 92 歳	 6.13	 嶋　瀬

神田　利子	 85 歳	 6.14	 保　田

貴 マツエ	 97 歳	 6.14	 窪川原

※
各
種
相
談
所
お
よ
び
窓
口
は
、い
ず
れ
も
相
談
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

 氏　名（届出順） 保護者名 住　所

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

神田　旺
おう

佑
すけ

	 六野瀬

阿部　莉
り

子
こ

	 横　山

山口　美
み

瑳
さ

	 保　田

長尾　颯
そう

真
ま

	 飯森杉

森木田　篤
あつし

	 新　保

渡邉慶
けい

一
いち

郎
ろう

	 千　原

坂井　　洸
こう

	 外城町

相馬ひかり	 稲荷町

伊藤　一
いち

花
か

	 山倉新田

土田　愛
あい

莉
り

	 緑　岡

く  ん

ちゃん

ちゃん

く  ん

く  ん

く  ん

く  ん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）

智　史
多香子
由　憲
友　美
猛
マイラ
誠
恵　美
敬
由　美
大　貴
くみ子
旭
茜
拓　也
沙　織
真　也
和　江
雄　一
友　美

 氏　名（届出順） 年　齢 死亡月日 住　所

（6月 1日～ 6月 15 日届出分）

◎行政相談

　行政相談は、総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が、国の

仕事、国が県や市町村に委ねている仕事についての苦情など、「住

民と行政との橋渡し」的存在として、問題の解決に努めます。

■京ヶ瀬支所 1階「相談室」＝ 7月 11 日（月）午前 10 時～正午

◎弁護士による「法律相談」

※セクハラ、DV、多重債務等も相談可

■�日程＝毎月第 1、3水曜

　※予約を取り消す場合は、必ず連絡してください。

■時間＝午後 1時 30 分～ 4時 30 分（1人 30 分間）

■会場＝市役所 1階「相談室」

※�相談にお越しの際は、相談の要点をまとめ、関係資料があれば

持参ください。

※�お急ぎの人は、次の機関等をご利用ください。

①法テラス新潟　☎ 0503383-5420　午前 9時～午後 5時

②新潟県弁護士会　☎ 025-222-5533　午前 10 時～午後 4時

◎問い合わせ

　市民生活課 相談係　☎ 62-2510（内線 2104）

相談料は無料です。気軽に相談ください。

「
う
ぶ
ご
え
」「
お
く
や
み
」
欄
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
届
け
出
時
に
係
へ
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
出
生
届
を
他

市
区
町
村
に
提
出
し
た
市
内
在
住
者
で
、「
う
ぶ
ご
え
」
欄
や
新
聞
へ
の
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、市
民
生
活
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

不用になりました トラクター・バイク・トラッ
ク・耕運機（ディーゼル）・フォークリフト他 

福地オート   阿賀野市野田1066番地2

◎お電話はこちらへ ☎0250-68-4130

お売り下さい（買取専門）

車検整備・板金協力店も募集中

スズキ キャリー（廃車）   1万 5 千円より↑ で買い取り

足湯や遠赤外線ドームを使用する整体院です。
あなたの体のメンテナンスをお任せください。
心よりご予約・ご来店、お待ちしてます。

HANDS　Body Maintenance Room
阿賀野市保田 4476-9　☎ 0250-47-7855

完全予約制（当日不可）　https://hands.themedia.jp
open 10:00 ～ close 20:00

足湯１０分・遠赤外線ドーム１５分・
全身施術４０分

２, ０００円
【税込み】
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やすだ瓦ロードフェスティバル

　
6
月
4
・
5
日
、「
や
す
だ
瓦
ロ
ー

ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
。
昨
年

を
上
回
る
約
５
５
０
０
人
が
市
内
外

か
ら
訪
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
瓦
の
絵
付
け
体
験
や

工
場
見
学
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
な
が
ら
、
安

田
瓦
の
魅
力
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　
石
窯
焼
き
の
米
粉
ピ
ザ
や
地
場
産

チ
ー
ズ
を
使
っ
た
薫
製
な
ど
の
グ
ル

メ
コ
ー
ナ
ー
も
人
気
で
、
毎
年
大
人

気
の
「
瓦
焼
き
ハ
ン
バ
ー
グ
」
に
は

長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

※�

ご
ず
っ
ち
ょ
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に

も
、
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

瓦の魅力を再発見 ! 多
く
の
種
目
に
興
味
関
心

ス
ポ
ー
ツ
＆
レ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
る
「
ス
ポ
ー
ツ
＆
レ
ク
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
6
月
12
日
、
水
原
総
合
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
親
子
連
れ
や
友
達
同
士
の
小
学
生
な
ど

多
く
の
人
が
訪
れ
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
卓

球
、
サ
ッ
カ
ー
テ
ニ
ス
、
ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
、
フ
ラ
フ
ー
プ
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

特
に
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
は
人
気
が
あ
り
、

ボ
ー
ル
が
的
に
当
た
る
と
、
周
り
か
ら
は

大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
6
月
19
日
、
瓢
湖
屋
敷
の
杜
ブ
ル
ワ

リ
ー
で
、「
あ
が
の
姫
牛
誕
生
記
念
式
典
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
あ
が
の
姫
牛
と
は
、
天
朝
閣
グ
ル
ー

プ
（
ビ
ー
ル
粕
の
提
供
）、
バ
イ
オ
テ
ッ

ク
ジ
ャ
パ
ン
（
ビ
ー
ル
粕
の
飼
料
化
）、

臼
井
農
畜
産
（
牛
の
飼
育
）、
佐
藤
食
肉

（
加
工
・
販
売
）
の
市
内
4
社
が
企
業
連

携
し
て
開
発
し
た
ブ
ラ
ン
ド
牛
肉
で
す
。

昨
年
、
市
が
開
催
し
た
「
阿
賀
野
『
食
』

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
」
が
き
っ
か

け
で
具
体
的
に
話
が
進
ん
だ
も
の
で
す
。

　
出
席
者
の
一
人
は
「
肉
質
も
良
く
、
ビ
ー

ル
に
も
良
く
合
う
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
が
の
姫ひ

め

牛う
し

誕
生
記
念
式
典

牛
肉
ブ
ラ
ン
ド
が
誕
生
！

体
操
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説

ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会

　
5
月
29
日
、
水
原
総
合
体
育
館
で
、「
春

季
ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会
」
を
開
催
。
市

が
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ

ラ
ジ
オ
体
操
を
活
用
し
、
市
民
の
健
康

増
進
を
図
る
目
的
で
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
約
１
０
０
人
が
参
加
。
講
師
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
指
導

委
員
の
大
石
美
雪
さ
ん
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
体
操
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
松
下
亜
実

さ
ん
を
迎
え
、
無
理
せ
ず
楽
し
み
な
が
ら
、

講
師
の
動
き
に
合
わ
せ
て
ラ
ジ
オ
体
操
の

正
し
い
姿
勢
や
動
き
を
学
び
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
10
月
30
日
（
日
）
に
安
田
体
育

館
で
秋
季
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
市
内
の
幼
稚
園
や
保
育
園
、小
中
学
校
、

自
治
会
、
高
齢
者
施
設
な
ど
34
団
体
が
そ

れ
ぞ
れ
作
成
し
た
こ
い
の
ぼ
り
を
泳
が
せ

る
「
こ
い
の
ぼ
り
大
作
戦
」
が
6
月
12
日
、

瓢
湖
水
き
ん
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
澄
み
き
っ
た
青
空
の
下
、

各
団
体
が
作
成
し
た
こ
い
の
ぼ
り
を
ス

テ
ー
ジ
で
発
表
。
そ
の
後
、
こ
い
の
ぼ

り
を
持
ち
な
が
ら
瓢
湖
あ
や
め
園
内
を

練
り
歩
き
、
花
火
の
合
図
と
共
に
こ
い

の
ぼ
り
が
空
高
く
揚
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
い
の
ぼ
り
は
、
色
鮮
や
か
な
ア
ヤ

メ
の
上
を
み
ん
な
の
夢
を
乗
せ
て
、
生

き
生
き
と
泳
い
で
い
ま
し
た
。

こ
い
の
ぼ
り
大
作
戦

夢
を
乗
せ
て
生
き
生
き
と

こ
の
歌
で
紅
白
出
場
を
！

瓢
湖
あ
や
め
ま
つ
り

　
6
月
11
日
～
26
日
、「
第
35
回
瓢
湖
あ

や
め
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
19
日
に

メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
市
民
団
体
に

よ
る
出
し
物
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
市
観
光
親
善
大
使

で
あ
る
歌
手
・
水
森
か
お
り
さ
ん
の
ミ

ニ
ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
外
か
ら
大
勢
の
人
が
会
場
に
訪

れ
る
中
、
水
森
さ
ん
は
「
越
後
水
原
」
な

ど
4
曲
を
熱
唱
。「
こ
の
歌
で
一
年
間
頑

張
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
出
場
を
目
指

し
た
い
」
と
話
し
、
軽
妙
な
語
り
や
圧
倒

的
な
歌
唱
力
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

な
じ
み
と
の
再
開
に
笑
顔

笹
神
地
区
・
京
ヶ
瀬
地
区
敬
老
会

　
6
月
4
日
に
笹
神
体
育
館
で
「
笹
神

地
区
敬
老
会
」
が
、
11
日
に
京
ヶ
瀬
体

育
館
で
「
京
ヶ
瀬
地
区
敬
老
会
」
が
、

77
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
そ
れ

ぞ
れ
約
３
３
０
人
と
約
２
０
０
人
の
出

席
を
得
て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
祝
典
で
は
、
市
長
が
今
年
度
中
に
77
歳

（
喜
寿
）・
88
歳
（
米
寿
）
を
迎
え
る
代
表
者

に
記
念
品
を
、
出
席
さ
れ
た
代
表
者
に
花

束
を
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
。
祝
宴
で
は
、
長
寿

を
祝
い
、
地
元
文
化
団
体
が
趣
向
を
凝
ら

し
た
唄
や
踊
り
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
出
席
者
は
、
な
じ
み
と
の
再
会
に
笑
顔

が
こ
ぼ
れ
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
唄
や

踊
り
な
ど
を
観
覧
し
た
り
し
て
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

◎
笹
神
地
区

○
77
歳
代
表
者
・
丸
山
幸
子
さ
ん
（
上
蔵
野
）

○
88
歳
代
表
者
・
加
藤
省
吾
さ
ん
（
勝
屋
）

○
出
席
代
表
者
・

　
渡
邉
參
治
さ
ん
（
畑
江
）
１
０
０
歳

◎
京
ヶ
瀬
地
区

○
77
歳
代
表
者
・
羽
賀
昭

さ
ん
（
姥
ヶ
橋
）

○
88
歳
代
表
者
・
加
藤
信
吉
さ
ん
（
粕
島
）

○
出
席
代
表
者
・

　
柳
要
藏
さ
ん
（
緑
岡
）
92
歳

祝宴・アトラクション観覧（京ヶ瀬地区）
両地区とも心のこもった演出で出席者の長
寿をお祝いしました。

花束贈呈（笹神地区）

【上】中学生や自治
会のボランティアが
各会場でおもてなし

（笹神地区）

【下】地元文化団
体による唄や踊り
が祝宴に華を添え

（京ヶ瀬地区）
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赤松城山 鳥
ちょう

瞰
かん

図

ふっかちゃん（埼玉県深谷市）と
ごずっちょ

ごずっちょのお出掛け情報や

近況をお知らせします

ごずっちょ通信

●�

毎
月
、
楽
し
み
に
見
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
女
性
）

☆
人
事
異
動
に
よ
り
、
今
月
号
で
最

後
の
編
集
と
な
り
ま
し
た
。
2
年

3
か
月
の
短
い
期
間
で
し
た
が
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

18
歳
に
な
っ
た
ら
、
選
挙
に
行
こ

う
と
思
い
ま
す
。　

（
10
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

間
違
い
探
し
が
難
し
か
っ
た
け

ど
、
面
白
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
9
歳
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

選
挙
違
反
に
つ
い
て
、
再
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

あ
が
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
持
っ

て
、
市
の
催
し
に
出
て
み
よ
う
と

思
い
ま
す
。　
　

 

（
60
代
・
女
性
）

☆�

広
報
あ
が
の
お
知
ら
せ
版
で
、
あ

が
の
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
市
の
事

業
の
目
印
は
、　
　（
ミ
コ
ち
ゃ
ん
）。

ぜ
ひ
探
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

も
う
一
匹
の
家
族
に
癒
や
さ
れ
て

い
ま
す
。　
　
　

 

（
20
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

広
報
紙
を
読
む
と
と
て
も
勉
強
に

な
る
の
で
、
毎
回
楽
し
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
90
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

か
ぼ
ち
ゃ
の
ご
ま
あ
え
を
作
っ
て

食
べ
ま
し
た
。
簡
単
で
お
い
し

★ �6 月もいろんなイベントに
　　　　　　　  参加してきたっちょ
　6月 5日は、「2016 やすだ瓦ロードフェスティ
バル」に行ってきたっちょ。5千人を超えるお
客さんが訪れて大盛況だったよ。

　12 日は、山形県寒河江市の「さくらんぼの
祭典～チェリンとあそぼう！ 2016 ～」に参加
してきたよ。さくらんぼの種吹きとばし大会に
は参加できなかったけれど、全国各地のお友達
と触れ合うことができて楽しかったっちょ。

か
っ
た
で
す
。　

 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

18
歳
の
選
挙
権
の
話
に
興
味
が
あ

り
ま
し
た
。
私
も
選
挙
に
行
き
た

い
で
す
。　
　
　

 

（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

桜
の
下
で
跳
ん
だ
り
、
五
頭
登
山

を
し
た
り
、
ご
ず
っ
ち
ょ
は
次
、

何
を
す
る
ん
で
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

成
人
式
の
写
真
を
見
て
、
昔
の
こ

ろ
を
懐
か
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
80
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

実
家
に
帰
っ
て
き
た
と
き
は
、
広

報
紙
を
読
ん
で
阿
賀
野
市
の
情
報

を
ゲ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。
瓢
湖
の

ア
ヤ
メ
も
見
に
行
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
40
代
・
女
性
）

☆�

広
報
あ
が
の
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
読
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
手
軽

に
情
報
を
調
べ
て
、
イ
ベ
ン
ト
等

に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

五
頭
温
泉
郷
が
国
民
保
養
温
泉
地

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
喜
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
通
い
た
い
で

す
。　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

ご
ず
っ
ち
ょ
が
大
好
き
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
6
歳
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●�

だ
し
の
風
に
ま
つ
わ
る
話
を
興
味

深
く
読
み
ま
し
た
。（
50
代
・
男
性
）

№49
ごずっちょの情報は、Facebook や市ホームページで

も見れるっちょ。

【問い合わせ】

市民協働推進課 市民協働推進係　☎ 62-2510

ごずっちょ 検索

シ
リ
ー
ズ

　
　
阿
賀
野
市
の
伝
説

「
か
っ
ぱ
伝
説
」

　
か
っ
ぱ
伝
説
は
、
全
国
各
地
の
水

郷
で
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
京
ヶ
瀬
地
区
に
伝
わ
る
か
っ
ぱ
の

話
も
そ
の
1
つ
で
、
京
ヶ
瀬
村
村
制

百
周
年
の
際
に
は
、
記
念
事
業
と
し

て
絵
本
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

■�

か
っ
ぱ
伝
授
の
薬
と
接
骨
術
（
猫

山
あ
い
す
）

　
昔
む
か
し
、
村
人
が
馬
を
洗
い
に

川
へ
行
き
ま
し
た
。
川
に
は
か
っ
ぱ

が
身
を
潜
め
て
お
り
、
そ
れ
を
知

ら
な
い
村
人
と
馬
が
川
に
入
る
と
、

か
っ
ぱ
は
馬
を
水
中
へ
引
っ
ぱ
り
込

も
う
と
し
ま
し
た
。
村
人
は
馬
の
様

子
が
お
か
し
い
と
思
い
、
す
ぐ
に
陸

に
引
き
上
げ
ま
し
た
が
、
か
っ
ぱ
は

馬
の
尻
に
く
っ
つ
い
た
ま
ま
馬
小
屋

ま
で
来
ま
し
た
。

　
夕
方
に
な
り
、
村
人
が
翌
日
の
農

作
業
の
準
備
を
す
る
た
め
、
鎌
を

持
っ
て
馬
小
屋
の
前
を
通
り
か
か
る

と
、
薄
暗
い
奥
の
方
で
ギ
ョ
ロ
ギ
ョ

ロ
と
光
る
も
の
が
2
つ
見
え
ま
す
。

村
人
は
そ
れ
が
か
っ
ぱ
と
気
付
き
、

悪
さ
を
さ
れ
な
い
よ
う
に
と
持
っ
て

い
た
鎌
を
振
っ
て
斬
り
つ
け
る
と
、

か
っ
ぱ
は
「
ギ
ャ
ー
ッ
」
と
悲
鳴
を

上
げ
て
逃
げ
去
り
ま
し
た
。
明
か
り

の
下
で
よ
く
見
る
と
、
か
っ
ぱ
の
腕

が
切
り
落
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
毎
晩
、
か
っ
ぱ
は
泣
き

泣
き
村
人
の
家
の
周
り
を
回
り
、
腕

を
返
し
て
く
れ
と
言
い
ま
す
。

　
7
日
目
に
な
り
、
村
人
が
「
切
り

落
と
さ
れ
た
腕
を
返
し
た
と
こ
ろ
で

ど
う
し
よ
う
も
な
い
だ
ろ
う
」
と

か
っ
ぱ
に
言
う
と
、
か
っ
ぱ
は
「
自

分
の
持
っ
て
い
る
薬
と
接
骨
術
を
使

え
ば
接
着
で
き
る
。
7
日
過
ぎ
る
と

そ
れ
は
効
か
な
く
な
る
か
ら
、
早
く

腕
を
返
し
て
ほ
し
い
」
と
言
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
か
っ
ぱ
は
「
薬
と
術
を

伝
授
し
ま
す
か
ら
、
腕
と
交
換
し
て

く
だ
さ
い
」
と
言
い
ま
す
。

　
そ
の
必
死
な
様
子
を
見
て
、
さ
す

が
に
村
人
は
気
の
毒
に
な
り
、
か
っ

ぱ
に
腕
を
返
し
ま
し
た
。
す
る
と

か
っ
ぱ
は
、す
ぐ
に
腕
に
薬
を
塗
り
、

切
り
落
と
さ
れ
た
痕
に
あ
て
る
と
、

腕
は
き
れ
い
に
く
っ
つ
き
ま
し
た
。

　
か
っ
ぱ
は
お
礼
に
薬
と
接
骨
術
を

村
人
に
伝
授
し
、
さ
ら
に
「
毎
朝
魚

を
届
け
る
か
ら
台
所
口
に
鍵
を
下
げ

て
お
く
よ
う
に
。
金か

ね

の
鍵
は
下
げ
て

く
れ
る
な
」
と
木
の
鍵
を
渡
し
、
固

く
約
束
し
て
帰
り
ま
し
た
。

　
次
の
朝
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
川
魚
が

鍵
に
掛
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
何

日
か
し
て
鍵
が
壊
れ
た
の
で
、
金
の

鍵
を
掛
け
た
ら
、
そ
の
朝
か
ら
魚
は

届
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

■
伝
授
さ
れ
た
薬

　
こ
の
伝
説
は
、
明
治
時
代
に
は
広

く
知
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
か
っ
ぱ
が
伝
授
し
た
薬
は
「
あ
い

す
」
と
呼
ば
れ
、
主
に
打
撲
や
捻
挫

な
ど
の
治
療
の
た
め
、
実
際
に
使
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
あ
い
す
は
濃
緑
色
の
粉
末
で
、
水

で
溶
き
、
練
っ
た
も
の
を
和
紙
に
塗

り
、
患
部
に
貼
り
ま
す
。
時
間
が
経

ち
、
熱
を
吸
収
し
た
あ
い
す
が
乾
燥

し
た
ら
、
貼
り
替
え
ま
し
た
。

　
あ
い
す
と
い
う
名
前
は
、
元
は
粉

末
を
酢
で
溶
い
て
い
た
た
め
、
酢
で

和
え
る
と
い
う
意
味
で
使
っ
て
い
た

言
葉
が
、
新
潟
の
な
ま
り
で
「
え
」

が
「
い
」
に
変
わ
り
、
あ
い
す
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

《
参
考
文
献
》
京
ヶ
瀬
村
誌
・
カ
ッ

パ
が
く
れ
た
ひ
み
つ
の
く
す
り
・
続

笹
神
風
土
記
ほ
か

左から、包、あいす、外袋
※ 猫山宮尾病院は、京ヶ瀬地区の猫山で開業。その後、新潟市に移転しました。

片山由奈さん

かわいいイラストや
すてきなコメントを
ありがとう！

これからもどんどん
送ってください。
楽しみに

待ってま～す♪

「カッパがくれたひみつのくすり」
作：遠海美穂子、陸知佳
発行：京ヶ瀬村
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き
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
私
た
ち
と
一
緒
に
「
分
田
ゆ

め
の
森
」
を
育
て
て
く
れ
る
実
行
委
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
苗
木
が

10
年
後
、
20
年
後
に
大
き
く
な
っ
て
子

ど
も
た
ち
の
懐
か
し
い
思
い
出
に
、
そ

ん
な
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

○�

実
行
委
員
会
事
務
局
（
お
と
ぎ
の
国

保
育
園
内
）　

☎
62
‐
６
３
６
３

　

子
育
て
は
楽
し
い

　
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
無
邪
気
に

遊
ぶ
姿
は
、
い
つ
見
て
も
ほ
ほ
笑

ま
し
く
、
つ
い
、
こ
ち
ら
も
笑
顔
に

な
る
も
の
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
子

育
て
中
の
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に

と
っ
て
は
、
大
変
な
面
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
ぐ
ず
っ
た
り
、
い
た
ず

ら
し
た
り
、
甘
え
た
り
と
、
お
子
さ

ん
特
有
の
手
が
か
か
る

こ
と
も
多
い
で
し
ょ
う

し
、
成
長
に
関
す
る
こ
と

や
病
気
に
な
っ
た
際
の
対

応
な
ど
、
心
配
も
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。
お
子
さ

ん
を
安
心
し
て
遊
ば
せ

た
り
、
育
児
の
悩
み
を
相

談
し
た
り
、
保
護
者
同
士

が
交
流
し
た
り
で
き
る

場
所
が
あ
れ
ば
楽
し
さ

も
さ
ら
に
増
え
、
負
担
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
要
望
に
し
っ

か
り
応
え
る
た
め
、
市
で
は
、
こ
の

度
、
旧
水
原
郷
病
院
の
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
を
改
修
し
、「
あ
が
の
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ
」
を
開

設
し
ま
し
た
。
施
設
に
は
、
保
育
士

資
格
を
持
つ
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
お

り
、
加
え
て
、
子
育
て
経
験
豊
富
な

ベ
テ
ラ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
か

ら
も
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
遊
び
の
見
守
り
や
相
談
、
一
時

預
か
り
も
行
っ
て
お
り
、
4
月
1
日

の
開
設
か
ら
6
月
12
日
ま
で
の
利

用
者
数
は
、
お
子
さ
ん
が
１
０
６
９

人
、
保
護
者
の
方
が
８
９
４
人
と
、

連
日
、
多
く
の
方
か
ら
ご
利
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
祖
父
母
に
連
れ

ら
れ
た
お
子
さ
ん
も
お
ら
れ
、
皆
楽

し
く
、
時
間
を
忘
れ
た
か
の
よ
う
に

過
ご
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
先
日
、
利
用
者
の
方
か
ら
、
こ

ん
な
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
出
産
で
阿
賀
野
市
に
帰
っ
て
き
て

い
ま
し
た
。
上
の
子
を
ど
こ
で
遊

ば
せ
よ
う
か
と
い
う
こ
と
が
、
東
京

に
い
た
時
か
ら
の
心
配

で
し
た
が
、『
に
こ
に
こ
』

が
土
曜
・
日
曜
も
や
っ
て

い
た
の
で
、
と
て
も
助
か

り
ま
し
た
。
職
員
の
方

た
ち
も
優
し
く
、
子
ど
も

も
伸
び
伸
び
と
楽
し
そ

う
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
私
は
、
こ
こ
が
大

好
き
で
し
た
」。

　
こ
の
よ
う
な
、
利
用
者

の
方
か
ら
の
激
励
は
ス

タ
ッ
フ
に
と
っ
て
何
よ
り
う
れ
し

い
こ
と
で
、「
と
て
も
元
気
づ
け
ら

れ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
だ
、

「
に
こ
に
こ
」
へ
行
か
れ
た
こ
と
の

な
い
方
は
、見
学
も
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
が
楽
し
く
な
り
ま
す
よ
。

　
今
後
も
、「
子
育
て
環
境
日
本

一
」
を
目
指
し
、「
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
ま
ち
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
子
育
て
中
の
保
護
者

の
方
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

田
中
清
善

と
題
し
た
「
が
っ
こ
う
の
森
」

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
を
重
ね
、
よ
り
良
い
森
づ

く
り
に
向
け
て
み
ん
な
で
話

し
合
い
、
活
動
の
集
大
成
と

し
て
植
樹
と
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
で
構
成
す
る
「“
森
”
か
ら

始
ま
る
地
域
づ
く
り
」
と
題

し
た
植
樹
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し

た
。
植
樹
に
は
市
内
外
か
ら
２
５
０
人

以
上
が
参
加
。
約
80
種
類
、
千
本
の
苗

木
を
植
樹
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
活
動
が
新
聞
・
テ
レ
ビ
等

で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

水
原
中
学
校
や
新
潟
大
学
農
学
部
と
の

共
同
作
業
も
実
現
し
、
活
動
は
大
き
な

広
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
名
称
募
集
で
は
、「（
仮
称
）

分
田
み
ん
な
の
森
」
と
し
て
い
た
公
園

の
名
前
も
「
分
田
ゆ
め
の
森
」
に
決
ま

り
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
は
、
昨
年
植
樹
し
た
樹

木
を
雑
草
か
ら
守
る
た
め
、
6
月
3
日

に
分
田
小
学
校
の
全
校
児
童
が
、
6
月

４
日
に
地
域
の
皆
さ
ん
や
分
田
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
分
田
こ
ど
も
園
保
護
者
が
、

そ
れ
ぞ
れ
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
を
敷
く
育
樹

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
今
秋
に
は
植
樹

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

◎
活
動
し
て
い
て
思
う
こ
と

　
樹
木
が
大
き
く
な
る
ま
で
大
変
な
作

業
が
続
き
ま
す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

協
力
し
て
「
分
田
ゆ
め
の
森
」
を
育
て
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
引
き
続

　
分
田
こ
ど
も
園
隣
の
分
田
児
童
公
園

を
「
分
田
ゆ
め
の
森
」
と
称
し
、
地
域

の
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
よ
う
と
活
動
を
続

け
て
い
る
「
分
田
み
ん
な
の
森
実
行
委

員
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
活
動
の
き
っ
か
け

　
分
田
児
童
公
園
を
地
域
住
民
が
主
体

と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
遊
ぶ

こ
と
の
で
き
る
森
に
再
整
備
。
あ
わ
せ

て
分
田
地
区
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
に
賛
同
者
を
募
り
、
平
成
26

年
4
月
1
日
に
「
分
田
み
ん
な
の
森
実

行
委
員
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

◎
活
動
に
当
た
っ
て

　
現
在
、
実
行
委
員
は
15
人
。「
分
田
地

区
の
子
ど
も
た
ち
と
１
０
０
年
後
の
分

田
地
区
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
向
け

て
」
を
活
動
の
理
念
と
し
、
地
域
の
皆
さ

ん
や
分
田
小
学
校
、
分
田
こ
ど
も
園
と

協
調
し
な
が
ら
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
に
は
、
新
潟
日
報
・
Ｕ
Ｘ

新
潟
テ
レ
ビ
21
が
主
催
す
る
「『
が
っ
こ

う
の
森
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
指
定
を
受

け
て
、
共
催
で
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
専
門
家
を
招
い
て
の
学
習
会
や
、「
始

ま
る
『
分
田
み
ん
な
の
森
づ
く
り
』」

　

分
田
小
学
校
の
児
童
や
地
域

の
皆
さ
ん
が
参
画
し
、
分
田
ゆ
め

の
森
の
樹
木
が
成
長
す
る
姿
を

見
届
け
な
が
ら
、
毎
年
作
業
を

行
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
。

　

地
域
が
主
体
と
な
っ
て
公
園

を
管
理
し
て
く
れ
て
、

ど
う
も
あ
り
が
ち
ょ
。

■�

問
い
合
わ
せ

　
市
民
協
働
推
進
課 

市
民
協
働
推
進
係

　
☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線
２
２
８
１
）

市
民
の
力
で
ま
ち
が
輝
く
☆

分
田
み
ん
な
の
森

実
行
委
員
会

委
員
長
　
松
田 

昭
悦 

さ
ん

広
が
れ
！ 

活
動
の
輪

広
が
れ
！ 

活
動
の
輪

６月３日、作業を行う分田小学校児童

【材料】（4 人分）
豚しょうが焼用肉………………280g
塩、こしょう………………………少々
サラダ油………………………小さじ 2

キウイ………………………………1 個
砂糖……………………………小さじ 2
酒………………………………大さじ 1
塩……………………………小さじ 1/2
こしょう…………………………少々
しょうゆ……………………小さじ 1/2
サラダ油……………………小さじ 1/2
アスパラ……………………………4 本
トマト………………………………1 個

★ 6 月号の正解は次のとおりです。★ ☆ 応 募 の 方 法 な ど ☆

★ 6 月号の当選者
・坂爪真幸さん　・伊藤怜那さん
・P.N R&S のかぁちゃんさん　 ・原啓子さん
・P.N 髪結いの亭主さん　・監物勝さん
・志田由紀子さん　・片山由奈さん
・ P.N カズ MAX さん　・P.N ばぁ子さん

《応募総数 22 通　22 通正解》
ありがとうございました。

　上の 2 つの写真で、5 か所だけ違うところがあり

ます。クイズの答えと広報紙への感想や意見を書い

て、郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を記入

し、はがきか電子メール、ＦＡＸで 7 月 15 日（金）

必着で応募ください。ペンネームや匿名での掲載を

希望する人は、その旨をお書きください（氏名も必

ず書いてください）。正解者の中から抽選で 10 人に

ごずっちょグッズをプレゼントします。

送付先：〒 959-2092　阿賀野市役所 広報あがの 行

電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp

ＦＡＸ：62-0281

　

 

広
報
あ
が
の 

行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2クイズの答え
切り抜いて貼り付けると

簡単です。ホームページ

にも応募用紙があります。

郵便番号・住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などをお書
きください。

　間違いのところをペンで囲み、携帯電話やスマート

フォンで写真に撮り、必要事項を入力してメールで応

募しても OK です。意見・感想を忘れずに !

紙面

　7 ページの特集「THE 瓦」で作品を掲載しましたが、50 年以上続く長場鬼瓦工場（保田）で、さまざまな作品を
作っている長場龍也さんです。迫力のある鬼瓦や置物のほか、オーダーメイドで食器や植木鉢なども製作していま
す。詳しくは「長場龍也　フェイスブック」で検索。　※ 左側が実際の写真です。

★今月のプレゼント★

わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪
豚肉のキウイソース

【作り方】
①�豚しょうが焼用肉はすじ切りに
し、全体を包丁でたたく。軽く塩、
こしょうをかける。
②�フライパンにサラダ油を熱し、
①の両面がこんがり焼けるよう
火を通す。食べやすい大きさに
切り、皿に盛る。
③�キウイは皮をむき、細かく刻む。
鍋（フライパン）にサラダ油を
入れ、火にかける。キウイ・砂糖・
酒を加えて、よく混ぜて火をと
おす。塩、こしょう、しょうゆで味を調える。
④�②に③のキウイソースをかける。アスパラをゆでて、食べやすい長さに
切り、くし形に切ったトマトと共に添える。

クックパッド　阿賀野市 検索

ごずっちょシール＆
ごずっちょ瓦文鎮

＜キウイソース＞
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。

　「たいちゃん」は、おばあちゃんの おかいものに ついていくの

が、いつも たのしみなんだ！ おさんぽしながら おかいものにい

くのは、とてもたのしいよ。おうちでは、おにいちゃんの「ゆうちゃ

ん」といっしょに くるまのおもちゃで あそぶんだ。ショベルカー

やダンプ、いろいろなくるまを はしらせるのが だーいすき！

　地 泰
た い

成
せ い

くん（1 歳 8 か月）／蒔田（パパ芳和さん・ママ麻衣子さん）

【人の動き】	 人口 43,949 人（－ 57）	 男 21,266 人（－ 37）	 女 22,683 人（－ 20）	 世帯数 14,286（－ 1)

平成 28 年 6 月 1 日現在（　）は前月比　・出生 27 人・死亡 57 人・転入 45 人・転出 72 人

　昭和 56 年ごろ、水原公民館が作成したシ

ルク印刷のポスターです。水原総合体育館の

改修時に倉庫から発見されました。他にも町

民運動会や綱引き大会、青年の集いなど、当

時をしのばせるポスターが多数ありました。

　僕たちの名前は「ハツカ」

（右）と「プリ瑠
る

」（左）。

セキセイインコだよ。

　ハツカは、おしゃべりが

とっても上手。「アガノシ 

ワカバチョウ マルヤマトコ

ヤ ノ ハツカデス」って自

己紹介ができるんだよ。

　プリ瑠は、羽をけがして飛べ

なくなったんだけど、足の爪を

使って器用に壁をよじ登るよ。

　今日も一緒に、お気に入りの

チャイムで、遊ぶぞ～。

丸山裕
ひ ろ

樹
き

さん（若葉町）宅のハツカくん、プリ瑠くん

　6月 4 日、市内で農業研修中の「地域おこ

し協力隊」が野菜を初出荷しました。サムズ

ウオロク水原店、ウオロク岡山店、夢ファー

ムくまい（熊居新田）で販売しています。商

品に貼ってある「彩り農園」が目印です。

悠
ゆう

太
た

くん（3 歳 8 か月）


